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はじ めに 

 

横須賀市療育相談センタ ーは、 横須賀市の直営で行われてき た療育事業を拡大発展する 形

で、2 0 0 8 年 4 月にオープンし た本市唯一の療育センタ ーです。設置者は横須賀市ですが、

運営は指定管理者の社会福祉法人青い鳥が行う 「 公設民営」 方式です。  

 2 0 2 4 年 4 月から 、 3 期目 1 0 年間の指定管理が始ま り ま し た。 診療所、 児童発達支援

センタ ー（ 通園部門）、 相談支援事業などから 構成さ れ、 常勤・ 非常勤合わせて 1 0 0 名前

後のス タ ッ フで、 横須賀市の 1 8 歳未満の発達に心配のある お子さ んの支援をし ていま す。 

 日本のどこ でも そう ですが、発達障害の比率があま り に高く 、療育センタ ーだけでその発

達を支える こ と は困難です。 子ども に関わる 全ての大人達、 つま り 、 家族、 健康福祉センタ

ー、 幼稚園・ こ ども 園・ 保育園、 学校、 児童相談所、 医療機関、 児童発達支援事業所など、

福祉・ 教育・ 医療の垣根を越えて、 地域全体で子ども たちの発達が保証さ れる こ と が大切で

す。  

 支援の究極のゴールは支援がなく なる こ と です。正確に言う と 、発達に心配のある 子ども

たちと その家族が、必要な支援を自給自足でき る よ う になる こ と です。 そのために、こ れか

ら も 療育センタ ーは、 関係する 皆様と 連携し つつ、 子ども たちの発達を支えていき ま す。  

 いつか、横須賀市のすべての場所で、どんな子ども でも 発達が担保さ れ、 その子その子に

見合った社会参加ができ る よ う になり 、 みんなに笑顔が生ま れる こ と を祈っていま す。  

 引き 続き のご指導ご鞭撻のほどよ ろし く お願いし ま す。  
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横須賀市療育相談センタ ーの運営方針 

 

 

横須賀市療育相談センタ ーは横須賀市にお住いの発達の遅れや障害のある お子さ ん、 発

達に不安のある お子さ んを対象と し たセンタ ーです。  

 乳幼児期から 就学前ま でのお子さ んには療育相談・ 診療・ 訓練・ 各種教室や通園支援を行

い、 就学後から 概ね 1 8 歳ま でのお子さ んには療育相談・ 診療・ 訓練を行いま す。  

 利用さ れる お子さ んと ご家族が安心し て生活でき る よ う に、 以下の三つの基本理念に沿

って療育を行う と と も に、 地域における 様々な療育活動を支援し ま す。  

 

 

 

 

 基 本 理 念 

 

１ 、 子ど も と 家族によ り そい、 心あたたま る 療育を提供し ま す。  

２ 、 時代に先んじ た、 専門性の高い療育を 提供し ま す。  

３ 、 横須賀に根ざし 、 地域と と も にある 療育を 提供し ま す。  

 

 

人間が人間にかかわる と いう 原点を忘れないよ う にし たいと 思いま す。 どんなに技術 

が進んでも 人間にまさ る 癒し 手はあり ま せん。 全ての生物に備わっている はずの「 利他 

の精神」 を第一に考えたいと 思いま す。  

  発達障害の概念や知識は日進月歩の勢いで変化し ていま す。 発達障害を医学の力で完 

全に治すこ と はま だでき ま せんが、 それでも 、 彼ら ・ 彼女たちの生活の困難さ を少し で 

も 和ら げる こ と のでき る よ う 、 そし て、 我々の日々の仕事がルーチンに陥ら ないよ う 、  

専門性を追及し 続けたいと 思いま す。  

  いま や、 発達障害の比率は人口の１ 割に及びま す。 も っと も 大切なこ と は、 療育相談 

センタ ーだけですべてが完結する のではない、 と いう こ と です。 子ども たちを取り 巻く  

全ての人々が、 彼ら ・ 彼女たちの特徴を理解し 、 それに見合った関わり をし ていっても  

ら える よ う 、 微力ながら お手伝いし たいと 思いま す。  
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Ⅰ．施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

１ ． 施設の概要(令和７ 年 4 月 1 日現在) 

（ １ ） 所 在 地 神奈川県横須賀市小川町 1 6 番地 

 

（ ２ ） 対象エリ ア 横須賀市 

 

（ ３ ） 利用対象  発達の遅れや障害のある お子さ んと そのご家族 

 

（ ４ ） 施設内容 

  ①診療所： 小児精神科・ 小児神経内科、 小児科、 耳鼻いんこ う 科、  

リ ハビリ テーショ ン科、 小児歯科（ 摂食外来）  

  ②通園施設（ ひま わり 園）：  医療型児童発達支援センタ ー 定員 4 0 人 

               福祉型児童発達支援センタ ー 定員 5 0 人 

 

（ ５ ） 施設機能 

  ①地域生活支援部門： 障害児の療育に関する 相談（ 外来相談、 電話相談、 巡回相談）  

            他機関と の連携 

（ 健康福祉センタ ー、 児童相談所、 こ ども 家庭支援課、 幼稚園・  

 保育園、 こ ども 園、 学校等）  

            各種教室の開催（ 親子教室、 早期療育教室、 療育教室）  

  ②診療部門： 発達の遅れや障害のある お子さ んに対する 相談・ 検査・ 診療と 専門職によ  

る 訓練等の個別及びグループでの支援（ 心理、 理学療法、 作業療法、 言語 

聴覚療法など）  

  ③通園部門： 障害に配慮し ながら 、 健康な身体・ 基本的な生活習慣・ 豊かな人間関係育

成のために、個別療育目標を作成し 、一人ひと り のお子さ んに応じ た療育

支援 

  ④管理部門： 施設管理及び人事労務、 会計処理、 栄養管理及び相談・ 指導 

 

（ ６ ） 配置職員 

  ①地域生活支援部門： ソ ーシャ ルワ ーカー（ S W）、 保育士、 児童指導員、 事務員 

  ②診 療 部 門 ： 医師、 看護師、 心理士、 理学療法士（ PT）、 作業療法士（ OT）、  

言語聴覚士（ S T）、 臨床検査技師 

  ③通 園 部 門 ： 保育士、 児童指導員 

  ④管 理 部 門 ： 事務員、 医療事務員、 栄養士 

 

（ ７ ） 建物概要 

  ①規模・ 構造： 施設面積 4 ,2 2 6 .8 5 ㎡ 

延床面積 8 ,6 8 4 .3 7 ㎡ 

         構  造 鉄筋コ ンク リ ート 造 

         規  模 地下１ 階、 地上５ 階、 塔屋１ 階 
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②施設内容 ： １ 階  保育室(1 2 )、 遊戯室、 家族研修室、 水治療室、 相談室、  

医務室、 託児室、 ラ ウ ンジほか 

         ２ 階  職員室 

         ４ 階  診察室(3 )、 相談室(3 )、 会議室、 観察室(2 )、 脳波検査室、  

             聴力検査室、 生活訓練室(3 )、 言語室(2 )、 心理室(3 )、  

             運動療法室(6 )ほか 

  ③そ の 他  ： １ 階  横須賀市役所 民生局こ ども 家庭支援センタ ー 

         ３ 階  横須賀市役所 民生局こ ども 家庭支援センタ ー 

         ５ 階  横須賀市役所 民生局福祉こ ども 部、 こ ども 家庭支援センタ ー 

 

（ ８ ） 設置運営       設置主体： 横須賀市 

              運営主体： 社会福祉法人青い鳥 

 

（ ９ ） 開  所 ： 平成 2 0 年（ 2 0 0 8 年） 4 月 1 日 

 

 

「 はぐ く みかん」 の施設配備 

 

階 施設名 〔 療育相談センタ ーの施設構成〕  

5  民生局福祉こ ども 部、 こ ども 家庭支援センタ ー 

4  

診察室(3 )、 相談室(3 )、 会議室 

療育相談センタ ー       観察室(2 )、 脳波検査室、 聴力検査室 

診療部門・ 地域生活支援部門(1 ,2 3 0 ㎡)    生活訓練室(3 )、 言語室(2 )、 心理室(3 ) 

                                        運動療法室(6 )ほか 

3  民生局こ ども 家庭支援センタ ー 

2  
療育相談センタ ー事務所(4 3 3 ㎡) 

〔 職員室〕  

1  民生局こ ども 家庭支援センタ ー 

  療育相談センタ ー通園部門(1 ,3 8 8 ㎡) 

保育室(1 2 )、 遊戯室、 家族研修室、  

   水治療室、 相談室、 医務室、 託児室、  

ラ ウ ンジ ほか 

※療育相談センタ ー専有面積 3 ,0 5 1 ㎡(はぐ く みかん延床面積 8 ,6 8 4 ㎡) 
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２ ． 建物平面図（ 療育相談センタ ー部分のみ）  

 

１ F 通園施設 

 

 

２ F 職員室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入口 
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４ F 診療・ 相談部門 

 

 

 

 

 

 

 

はぐ く みかん施設外観 
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３ ． 組織図 

令和 6 年度 横須賀市療育相談センタ ー組織図  令和 6 年４ 月１ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 横須賀市療育相談センタ ー組織図  令和 7 年４ 月１ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 診療科目】  

●小児神経内科・ 小児精神科 

●耳鼻いんこ う 科 

●リ ハビ リ テーショ ン 科 

●小児歯科（ 摂食外来）  

職員数  常勤 5 0 人 

（  ） 非常勤 5 5 人 

   合計 1 0 5 人 

通園課園長 

 

園長    １ 人 

保育士・ 児童指導員 

          2 0 人 

（ 8 人）  

 

バス 添乗保育支援員 

      （ 8 人）  

診療課長 

（ 所長兼任）  

課長（ 所長兼任・ 医師） 1 人    

医師     （ 1 2 人）  

看護師       2 人 

（ 3 人）  

理学療法士     2 人 

作業療法士     3 人 

言語聴覚士     2 人 

心理士        ５ 人 

       （ 2 人）  

臨床検査技師  （ 1 人）  

地域生活支援課長 

 

課長         １ 人 

ソ ーシャ ルワ ーカー  9 人 

           （ 1 人）  

保育士・ 児童指導員 （ 1 4 人）  

事務員       （ 3 人）  

 

管理課長 

 

課長     1 人 

事務員     2 人 

医療事務員（ 5 人）  

栄養士    1 人 

 

所  長 

医師兼務 

【 診療科目】  

●小児神経内科・ 小児精神科 

●耳鼻いんこ う 科 

●リ ハビ リ テーショ ン 科 

●小児歯科（ 摂食外来）  

職員数  常勤 5 1 人 

（  ） 非常勤 5 9 人 

   合計 1 1 0 人 

通園課園長 

 

園長    １ 人 

保育士・ 児童指導員 

          2 0 人 

（ 5 人）  

 

バス 添乗保育支援員 

      （ 1 1 人）  

診療課長 

（ 所長兼任）  

課長（ 所長兼任・ 医師） 1 人    

医師     （ 1 2 人）  

看護師       2 人 

（ 3 人）  

理学療法士     2 人 

               （ 1 人）  

作業療法士     3 人 

言語聴覚士     2 人 

心理士        5 人 

       （ 3 人）  

臨床検査技師  （ 1 人）  

地域生活支援課長 

 

課長         １ 人 

ソ ーシャ ルワ ーカー  1 0 人 

           

保育士・ 児童指導員 （ 1 4 人）  

事務員       （ 3 人）  

 

管理課長 

 

課長     1 人 

事務員     2 人 

医療事務員（ 5 人）  

栄養士    1 人 

栄養士  （ 1 人）  

 

所  長 

医師兼務 
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４ ． 横須賀市療育相談センタ ー利用の基本的流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師診察を基本と し た相談の継続（ 1 7 歳ま で）  

利用者 
健康福祉センタ ー・ 他機関から の紹介等 

電話受付 

来所相談（ S W によ る イ ンテーク ）  

発達・ 心理検査  

医師の診察（ S W 同席）  

＜小児神経内科・ 小児精神科＞ 

評価会議 

＜医師・ PT・ OT・ S T・ 心理・ NS ・ 通園課・ S W＞ 

評価 

＜PT・ OT・ S T＞ 

医師の再診察（ S W 同席） －プロ グラ ムの提案－ 

医師 診察 

PT・ OT 

S T・ 心理 

個別療育 

早期・ 療育教室 

他科への依頼 

＜耳鼻・ 摂食・ リ ハ科＞ 

S W 面談 通園 

幼稚園・ 保育園・ こ ども 園 

就  学 

地域支援 

＊巡回相談 

＊関係機関支援 

＜個別＞ ＜集団＞ 
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Ⅱ．業 務 の 内 容 

（令和６年度実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                   

 

 
概   況 

 

  令和６ 年度の主な実績が 8 ページから 1 0 ページま でに記さ れており ま す。 その後、  

1 1 ページから 各部門の報告が記さ れていま す。  

令和６ 年度は常勤・ 非常勤あわせて 1 1 0 人のス タ ッ フでス タ ート し ま し た。  

診療部門では初診が 9 4 2 人、 再診も 合わせる と 、 のべ 1 1 ,2 9 5 人の訓練・ 診療を行い

ま し た。  

通園部門（ ひま わり 園） では医療型児童発達支援センタ ー7 人、福祉型児童発達支援セン

タ ー9 4 人、 合計 1 0 1 人の在籍で、 利用のべ人数は 6 ,9 0 2 人でし た。  

地域生活支援部門での相談は、 のべ 7 ,4 0 9 件でし た。 親子教室、 早期療育教室・ 療育教

室の参加者は、 のべ 2 ,8 1 9 人でし た。  

当センタ ーでは従来通り 、 関係各機関と 連携し ながら よ り 中身の濃い療育を行ってき ま

し た。 巡回相談は、 のべ 3 3 9 件に及んでいま す。  

相談支援事業では、 サービス 等利用計画の作成件数は 5 3 9 件、 モニタ リ ングは 8 1 6 件

に上り ま し た。  

全国的にみて、 ほと んどの療育センタ ーは幼児期中心の支援ですが、 当センタ ーでは 1 8

歳未満ま でが対象です。初診の半数以上が小学校以降のお子さ んです。学校から のご紹介も

常と なっていま す。  

関係機関と の連携も よ り 緊密にし つつ、 横須賀市が全ての子ど も たちにと って暮ら し や

すい地域になる よ う 、 支援し ていき たいと 思いま す。  
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（ １ ） 診療部門

①診療件数 表1

合計 初診 再診

1 2 ,2 3 7 9 4 2 1 1 ,2 9 5

②診療科目別受診者数内訳

表2

診　 療　 科　 目 合計 初診 再診

小児精神・ 神経科 6 ,7 0 7 9 4 2 5 ,7 6 5

耳鼻いんこ う 科 3 0 0 3 0

リ ハビリ テーショ ン科 2 7 1 0 2 7 1

小児歯科（ 摂食外来） 1 2 7 0 1 2 7

心理療法 1 ,6 3 2 0 1 ,6 3 2

理学療法 9 9 7 0 9 9 7

作業療法 1 ,3 4 8 0 1 ,3 4 8

言語聴覚療法 9 6 8 0 9 6 8

外来患者の看護及び診療介助 1 5 4 0 1 5 4

臨床検査 3 0 3

合計 1 2 ,2 3 7 9 4 2 1 1 ,2 9 5

③新規ケース の年齢別内訳

表3

年　 　 齢 人　 数 ％

未就学児（ 0 ～5 歳） 3 4 8 3 6 .9 %

学齢児（ 6 ～1 7 歳） 5 9 4 6 3 .1 %

合計 9 4 2 1 0 0 %

（ ２ ） 通園部門

 ①施設別在籍児童数

表4

在籍児童数  のべ通園児童数

7 3 0 3

9 4 6 ,5 9 9

1 0 1 6 ,9 0 2

※在籍児童数は、 令和7 年3 月末時点

福祉型児童発達支援センタ ー

合計

令和6 年度の主な実績

施設名

医療型児童発達支援センタ ー
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（ ３ ） 地域生活支援部門

①相談別件数内訳

表5

相談別件数 合　 計 新規相談 再相談

電話相談 4 ,8 9 8 6 1 3 4 ,2 8 5

来所相談 1 ,5 6 8 5 8 7 9 8 1

教室での会場相談 7 9 9 9 7 7 0 2

居宅訪問 1 4 4 0 1 4 4

合計 7 ,4 0 9 1 ,2 9 7 6 ,1 1 2

＊居宅訪問は平成2 5 年7 月から 開始。

②保護者の同意によ る 巡回相談訪問先施設

表6

訪問先施設 合　 計 幼稚園 保育園 こ ど も 園 学校 特別支援学校 家庭訪問 その他

訪問回数 2 2 4 5 4 5 1 7 4 3 5 1 0 9

のべ相談件数 2 7 3 6 0 5 6 1 0 2 4 3 1 0 1 1

③施設へのコ ンサルテーショ ンを 目的と し た巡回相談訪問先

表7

訪問先施設 合　 計 幼稚園 保育園 こ ど も 園 学校 特別支援学校 家庭訪問 その他

訪問回数 2 7 2 1 0 1 3 0 0 0 2

のべ相談件数 6 6 2 2 4 3 6 0 0 0 4

④各種教室参加者数

表8

教　 室　 名 回 数 のべ参加者

親子教室（ 6 教室） 2 4 0 1 ,1 8 3

早期療育教室（ 7 教室） 2 0 3 1 ,0 4 2

療育教室（ 6 教室） 1 1 6 5 9 4

合計 5 5 9 2 ,8 1 9

⑤相談支援事業　 計画作成・ モニタ リ ング件数

表9

事業種別
ｻー ﾋﾞ ｽ等
利用計画

モニタ
リ ング

障害児相談支援 5 3 9 8 1 6

特定相談支援 0 0

合計 5 3 9 8 1 6
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（ ４ ） 地域支援等

①保育所等訪問支援の実施

　 令和6 年度はS W、 心理士、 PT、 OTが保育所等を訪問し 、

相談実人数1 2 人、 のべ2 5 人に対し て2 0 回訪問を 行いま し た。

②療育講演会の開催

表1 0

実施日 参加者数

参加対象者： 障害のある お子さ んま たは発達に心配のある お子さ んをお持ちの保護者
　 　 　 　 　 　 及び支援者（ 横須賀市在住の方）

講演会のテーマ

8 9

講師等（ 敬称略）

兵庫県中央こ ど も 家庭セン
タ ー　 医療参事

木下　 直俊

8 月1 日 『 発達障害と ゲーム・ ネッ ト 依存』

 

10



（ ２ ） 地区担当ソ ーシャ ルワ ーカー（ S W） の業務

（ ３ ） 令和6 年度相談概況

新規相談 再相談

6 年度 前年度 前年比 6 年度 前年度 前年比

6 1 3 6 8 6 △ 7 3 4 ,2 8 5 4 ,6 7 5 △ 3 9 0 4 ,8 9 8

5 8 7 5 8 9 △ 2 9 8 1 8 7 4 1 0 7 1 ,5 6 8

9 7 5 6 4 1 7 0 2 6 0 4 9 8 7 9 9

0 0 0 1 4 4 3 0 1 1 4 1 4 4

1 ,2 9 7 1 ,3 3 1 △ 3 4 6 ,1 1 2 6 ,1 8 3 △ 7 1 7 ,4 0 9

新規ケース 前年度

2 7 1 2 8 0

7 3 7 3

2 0 8 2 3 2

4 5 5 6

1 6 4 5

6 1 3 6 8 6

来所相談

会場相談

居宅訪問

合計

管轄健康福祉センタ －

中央健康福祉センタ ー

北健康福祉センタ ー

南健康福祉センタ ー

西健康福祉センタ ー

その他・ 不明

合計

表1 -2 　 新規電話相談件数

合計相談種別

電話相談

　 ソ ーシャ ルワ ーカーは1 8 歳未満のお子さ んの発達や障害に関する さ ま ざま な相談に対応し 、 地域
の関係機関と 連携をし ながら 、 地域生活の支援を行いま し た。 ま た、 親子教室・ 早期療育教室・ 療育
教室を担当し 、 保育士・ 児童指導員や診療課ス タ ッ フ と 共に教室運営や療育を行い、 各種相談に対応
し ま し た。

　 主な業務は、 ①新規相談の受付（ 電話受付・ イ ンテーク 等）  ②初診・ 再診・ 療育プロ グラ ム面談
の同席　 ③療育プロ グラ ムの作成　 ④療育プロ グラ ムに基づいた継続相談　 ⑤関係機関と の連携　 ⑥
幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校等への巡回訪問等によ る センタ ー利用児及び家族の地域生活支援
⑦教室利用、 通園入園、 就園・ 就学等への進路相談の支援　 ⑧サービス 等利用計画の作成など 相談支
援を 行っ ていま す。

１ ． 地域生活支援部門

（ １ ） はじ めに

表1 -1 　 相談件数

。 相談の始ま り は、 発達全般・ 子育て全般や関わり 方など が主であり 、 イ ンテーク 後から お子さ んの
発達の特徴や障害について､保護者に寄り 添いながら 相談支援を 行いま し た｡ま た､所属集団や就園・
就学についての相談も 多く 、 お子さ んが所属し ている 集団の中で安心し て過ごすために「 丁寧に寄り
添う 継続的な支援」 「 地域生活の支援と そのための地域の関係機関と の連携」 に取り 組みま し た。
　 通園施設や児童発達支援事業所を利用する お子さ んを 中心にサービス 等利用計画の作成等を 行いま
し た。
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表1 — ３ 　 内容別相談件数

電話 来所 会場 居宅訪問 合計

3 5 8 0 0 0 5 8 3

5 3 4 5 0 0 5 3 9

6 2 7 1 3 1 2 4 6 1 1 ,0 0 5

1 5 4 2 7 7 0 0 2 5 1

5 8 9 8 6 1 8 0 0 8 5 5

3 1 4 6 0 1 0 4 9 2

3 7 9 0 2 0 3 8 1

1 5 3 2 2 1 9 9 0 3 7 4

6 4 0 6 4 5 5 0 7 5 9

4 9 0 6 7 2 5 0 5 8 2

8 6 9 1 4 4 3 5 1 4 3 1 ,1 9 1

1 ,4 2 3 5 0 0 1 ,4 2 8

4 4 8 2 5 2 1 0 4 9 4

6 ,3 4 0 1 ,6 1 6 8 3 4 1 4 4 8 ,9 3 4

＊複数該当する 場合は、 それぞれカウ ント し ていま す。

表1 -4  新規電話相談の紹介元機関 表1 -5 　 新規電話相談利用児童数

件数 種別 6 年度 前年度 前年比

1 2 5 就学前 3 4 9 3 8 2 △ 3 3

5 6 就学後 2 6 4 3 0 4 △ 4 0

3 6 合計 6 1 3 6 8 6 △ 7 3

2 4

9

1 0 1

6

0

5

3

9 2

8 5

5

1 3

3

5 0

6 1 3

表1 -6 　 相談支援事業　 計画作成・ モニタ リ ング件数

6 年度 前年度 前年比 6 年度 前年度 前年比

5 3 9 7 2 6 △ 1 8 7 8 1 6 1 ,1 8 8 △ 3 7 2

0 1 △ 1 0 0 0

5 3 9 7 2 7 △ 1 8 8 8 1 6 1 ,1 8 8 △ 3 7 2

所属集団

療育プロ グラ ム

障害児相談支援

障害福祉課

特定相談支援

その他

合計

診察申込

就園・ 就学

相談内容

イ ンテ－ク 申込

イ ンテ－ク

発達全般

社会資源・ 制度

計画相談・ 障害児相談支援

関係機関

その他

子育て全般

関わり 方

合計

サービス 等利用計画 モニタ リ ング
事業所別

広報（ 冊子含む）

広報（ ネッ ト 等）

利用き ょ う だい児

こ ど も 家庭支援課

児童相談所

こ ど も 園

小学校

中学校

こ と ばの教室

親子教室・ 療育教室

紹介元機関名

健康福祉センタ ー

医療機関

保育園

幼稚園

合計
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（ ４ ） 教室担当ソ ーシャ ルワ ーカー（ S W） の業務

表1 -7 　 早期療育教室 会場： 療育相談センタ ー

6 年度 前年度 前年比 6 年度 前年度 前年比

未歩行児
(2 歳中心) 4 0 4 0 0 2 5 2 1 4 9 1 0 3

療育が 必要
な2 歳児 9 4 9 4 0 4 9 5 5 2 2 △ 2 7

療育が 必要
な3 歳児 5 8 5 6 2 2 4 0 2 9 2 △ 5 2

肢体不自由のあ
る 児(0 ～1 歳) 1 1 1 1 0 5 5 4 4 1 1

2 0 3 2 0 1 2 1 ,0 4 2 1 ,0 0 7 3 5

表1 -8 　 療育教室 会場： 療育相談センタ ー

6 年度 前年度 前年比 6 年度 前年度 前年比

合計 1 1 6 1 1 6 0 5 9 4 7 7 2 △ 1 7 8

2 1 024 0

参加人数

開催日数 参加人数

対象児
開催日数

7 67 4

4 2

教室名

ポニー教室

年中児

ポニー教室

年長児
3 8 4△ 2

ぺんぎん教室

く じ ら 教室

ら っ こ 教室

教室名

ひよ こ 教室

　 主な業務は、 ①担当する 教室の運営（ 連絡調整を 含む） 　 ②教室参加児童の療育　 ③教室参加の保
護者への支援や保護者向けの勉強会　 ④通園や幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校への進路相談等です
 。
ⅰ） 早期療育教室及び療育教室では、 運動や知的な発達に遅れや障害がある お子さ んと 保護者が参加
し て、 楽し く 療育を行いながら 、 育児やこ れから の療育・ 進路等について相談を する 教室です。 当セ
ンタ ーの外来診療を受診後、 療育プロ グラ ムの一環と し て保護者に提案し ていま す。
ⅱ） 親子教室は１ 歳半健診や3 歳半健診等でこ と ばが遅い、 友だちと う ま く 遊べないなど の心配のあ
る お子さ んと 保護者が参加し ていま す。 保育を 中心と し たプロ グラ ムを 通し て、 子育てや発達につい
て保護者と 一緒に考えていく 教室です。 小さ いお子さ んを連れて参加し やすいよ う に、 市内4 つの会
場で開催し ていま す。
  親子教室の参加は当センタ ーの外来診察は不要です｡健康福祉センタ ーから の紹介で､お子さ んに合
う 教室を ご案内し 、 S Wと 保育士､そし て診療課ス タ ッ フ (心理士)が適宜入り ま す｡

合計

△ 4 7

△ 1 3 1

対象児

幼稚園･保育園に入
園し ている 小集団療
育が必要な4 ･5 歳児

5 1 5

2 5 7
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6 年度 前年度 前年比 6 年度 前年度 前年比

2 歳児 4 2 4 2 0 2 1 9 1 3 7 8 2

2 歳児 3 0 2 9 1 1 9 5 9 7 9 8

2 歳児 4 3 2 9 1 4 2 3 1 1 6 0 7 1

2 ･3 歳児 4 1 3 9 2 1 3 1 1 7 2 △ 4 1

2 ･3 歳児 総合高校 4 2 4 1 1 2 0 7 1 9 5 1 2

2 ･3 歳児
西健康福祉
ｾﾝﾀｰ 4 2 4 1 1 2 0 0 8 9 1 1 1

2 4 0 2 2 1 1 9 1 ,1 8 3 8 5 0 3 3 3

表1 -1 0 　 巡回相談（ 保護者の同意によ る ） 訪問先別件数

種別 幼稚園 保育園 こ ど も 園 学校
特別支
援学校

家庭訪問 その他 合計
巡回相談
のべ件数

6 年度 5 4 5 1 7 4 3 5 1 0 9 2 2 4 2 7 3

前年度 5 3 5 3 7 2 3 3 3 0 0 2 1 4 2 6 2

前年比 1 △ 2 2 2 △ 2 0 9 1 0 1 1

表1 -1 1 　 巡回相談（ 施設へのコ ンサルテーショ ン） 訪問先別件数

種別 幼稚園 保育園 こ ど も 園 学校
特別支
援学校

家庭訪問 その他 合計
巡回相談
のべ件数

6 年度 2 1 0 1 3 0 0 0 2 2 7 6 6

前年度 3 4 1 3 2 0 0 0 2 2 9 0

前年比 △ 1 6 0 △ 2 0 0 2 5 △ 2 4

ⅰ） 健康福祉センタ ーと の連絡会の開催

ⅱ） 保育所等訪問支援事業

　 診療課ス タ ッ フ と 協力し 、 療育相談センタ ーの利用者が日々通う 学校、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園
への巡回相談を行い、 地域生活支援を 実施し ま し た。 学校、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園の先生方を 支
援する コ ンサルテーショ ン等の取り 組みも 行っ ていま す。 ま た地域支援の一環と し て、 横須賀市が主
催する 研修に協力し ま し た。  

　 お子さ んが保育所や幼稚園、 小学校など で集団生活を 送る ための支援を提供する 福祉サービ ス で
す。 S W、 心理士、 PT、 OTが施設を 訪問し 、 お子さ んが集団生活に適応でき る よ う 環境や活動の調
整や、 施設の職員への助言等を行いま し た。

  中央・ 北・ 南・ 西の各健康福祉センタ ーと 連携及び情報交換を 目的に、 5 月に各健康福祉
センタ ーにS Wが伺い、 各機関の状況等を 共有し ま し た。

参加人数

（ 5 ） 地域支援

コ アラ 水曜

パン ダ木曜

パン ダ水曜

パン ダ金曜

合計

表1 -9 　 親子教室

対象児 会場

三春
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

教室名

コ アラ 火曜

コ アラ 金曜

総合福祉
会館

開催日数
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ⅲ） 療育講演会の開催

　 発達障害への理解を深める 啓発活動と し て、 療育講演会を8 月に開催し ま し た。

ⅳ） 家族セミ ナーの開催

ⅴ） 就学説明会の開催

ⅵ） 横須賀市主催　 発達支援コ ーディ ネータ ー研修への協力

（ 6 ） ソ ーシャ ルワ ーカー研修等参加  

参加人数

1 1

2 2

3 2

4 1

5 1

6 1

7 3

8 国立障害者リ ハビ リ テーショ ンセンタ ー学院主催「 巡回支援専門員研修会」 2

9 1

1 0 4

1 1 2

1 2 6

1 3 1

1 4 2

1 5 3

1 6 1

  当センタ ーの外来を 利用し ている 保護者を対象と し た「 家族セミ ナー」 を 計４ 回開催し ま
し た。 講師は所長はじ め各セラ ピ ス ト と S Wが対応し ま し た。

　 5 月に外来・ 年長児の保護者を 対象に、 就学説明会を教育委員会と 共催し ま し た。

横浜市教育委員会主催 「 吃音のある 子ど も の社会参加に向けて」

横須賀市こ ど も 家庭支援課主催「 共感性に欠ける 育児が生み出すも の」

横須賀市主催　 虐待防止研修

神奈川県社会福祉士会主催「 困難さ を抱える 子供たちと その家族」

横須賀市私立幼稚園・ 認定こ ど も 園協会主催「 こ ど も ま んなか社会」 時代の教
育・ 保育

かながわ医療的ケア児支援センタ ー（ 横須賀・ 三浦圏域） 主催「 医療的ケア児が
地域で暮ら し ていく ために」

神奈川県こ ど も 医療センタ ー主催　 神奈川県医療的ケア児等コ ーディ ネータ ー・
フ ォ ロ ーアッ プ研修

研修名

かながわ障がいケアマネジメ ント 従事者ネッ ト ワ ーク 主催　 相談支援従事者初任
者研修（ 全３ 回）

横須賀市児童相談所主催「 関係機関と の連携・ 協働と 在宅支援②」

神奈川LD協会主催　 夏のセミ ナー「 子ど も の性被害の理解と 対応の基本」

神奈川LD協会主催　 「 ＷＩ Ｓ Ｃ -Ⅴの結果を 学校現場で活かす－検査結果の解釈
と 支援－」

神奈川LD協会主催　 夏のセミ ナー「 発達障害のカモフ ラ ージュ 」

子ど も と 若者の訪問看護ス テーショ ン主催　 オープンダイ アロ ーグの会

横須賀市児童相談所主催「 ス テッ プフ ァ ミ リ ーの理解と 支援」

神奈川県こ ど も 医療センタ ー主催　 児童思春期精神科セミ ナー
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（ １ ） 診療室

①外来診療 表２ －１

初診

9 4 2

0

0

0

表２ －2 9 4 2

発達障害によ る 診断内訳

年齢

0 歳児 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 歳児 3 5 6 8 0 1 7 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 歳児 8 9 1 0 1 3 1 5 8 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3 歳児 7 6 6 5 3 4 4 5 0 1 6 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 2

4 歳児 1 0 4 8 1 0 2 7 2 2 0 0 6 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

5 歳児 7 2 9 3 2 3 6 6 0 2 2 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 4 4

6 歳児 7 4 1 0 2 7 3 8 1 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

7 歳児 9 8 1 0 7 4 5 0 1 4 2 0 3 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 4

8 歳児 9 5 1 0 9 7 4 9 8 1 0 1 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 4 2

9 歳児 7 8 7 4 7 3 6 8 0 0 3 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 2 6

1 0 歳児 6 8 7 5 4 3 5 4 5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

1 1 歳児 7 1 4 5 6 4 0 6 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 5

1 2 歳児 4 7 1 1 2 1 2 3 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 2

1 3 歳児 4 0 5 5 2 1 6 5 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

1 4 歳児 3 7 3 1 0 3 1 3 4 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1

1 5 歳児 1 7 4 1 1 6 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

1 6 歳児 2 7 5 3 2 9 3 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2

1 7 歳児 2 0 1 6 1 7 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

合計 1 ,0 5 3 1 2 1 9 8 5 3 5 4 9 8 4 1 0 7 3 0 0 7 1 2 8 1 0 8 1 2 0 2 0 4 2

不
適
切
な
養
育

そ
の
他

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

学
習
障
害

間
歇
性
爆
発
性
障
害

発
達
性
言
語
遅
滞
（

単
な
る
遅
れ
）

音
韻
障
害
（

含
む
構
音
障
害
、

吃
音
）

排
泄
障
害

発
達
性
協
調
運
動
障
害

チ
ッ

ク
障
害

愛
着
障
害

行
為
障
害

気
分
障
害

適
応
障
害

身
体
表
現
性
障
害

ト
ラ
ウ
マ
（

含
む
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）

年
齢
別
件
数

な
し

自
閉
症

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

障
害

特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害

合計 6 ,1 9 3 7 ,1 3 5

小児歯科（ 摂食外来） 1 2 7 1 2 7

２ ． 診療部門

小児精神科・ 小児神経内科医師､耳鼻いんこ う 科医師､リ ハビ
リ テーショ ン 科医師､歯科医師（ 摂食外来担当） ､看護師で業務
を 行いま し た。

診療科目
のべ対応人数

合計
再診

小児精神科・
小児神経内科 5 ,7 6 5 6 ,7 0 7

耳鼻いんこ う 科 3 0 3 0

リ ハビ リ テーショ ン科 2 7 1 2 7 1
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表2 -3 表2 -4

知
的
障
害

合
計

無
し
（

８
６
以
上
）

境
界
域
精
神
遅
滞
（

８
５
～

７
１
）

軽
度
精
神
遅
滞
（

７
０
～

５
１
）

中
等
度
精
神
遅
滞
（

５
０
～

３
６
）

重
度
精
神
遅
滞
（

３
５
～

２
１
）

最
重
度
精
神
遅
滞
（

２
１
未
満
）

不
明

身
体
疾
患

合
計

無
し

て
ん
か
ん

脳
性
麻
痺

運
動
発
達
遅
滞
（

脳
性
麻
痺
以
外
）

脳
炎
・
脳
症
後
遺
症

ダ
ウ
ン
症
候
群

先
天
奇
形
染
色
体
異
常
（

ダ
ウ
ン
症
候
群
以
外
）

先
天
性
筋
疾
患

先
天
性
心
疾
患

難
聴
・
聴
力
障
害

そ
の
他

件数 9 4 2 3 5 7 2 9 4 1 9 6 6 3 2 1 1 1 0 件数 9 5 0 8 4 6 1 0 3 2 7 1 9 4 2 3 2 4 3

②検査業務

③看護業務

ⅰ） 外来業務

ⅱ） 通園業務　

④地域対応

　 脳波およ び脳波聴力検査（ Ａ Ｂ Ｒ 、 Ａ Ｓ Ｓ Ｒ ） 、 検体検査があり ま す。 検査の対象はセンタ ー受診者で、 発達段階
に応じ て睡眠導入剤を 使用し 検査を行いま し た。 入眠し やすいよ う に環境の調整や、 保護者への指導を行いま し た。

診療介助を 主と し ながら 、 診療の予約、 他部門と の連携や連絡調整、 カルテの管理、 診療器械等の管理、 職員の予
防接種等を行いま し た。 ま た、 利用者の安全を 考慮し 、 環境整備を 行い事故防止に努めま し た。

臨床検査時の投薬や投薬後のお子さ んの観察など を 行い、 検査が円滑に行われる よ う 配慮し ま し た。 その他に早期
療育教室への参加、 母子分離の面談でのお子さ んの把握や観察を行いま し た。

　 通園児の健康管理を 中心に、 療育中の怪我や病気の対応を 行いま し た。 ま た、 必要に応じ 主治医と 連携し ながら 医
療的ケア（ 人工呼吸器、 喀痰吸引、 経鼻経管・ 胃瘻管理、 導尿、 医療的ケア児の送迎等） や痙攣対応、 投薬等を行い
ま し た。 年間を通し て、 健康診断（ 内科・ 歯科・ 耳鼻科・ 尿検査・ 身体測定） や健康相談、 予防接種や感染症等の情
報共有を 行いま し た。 通園行事（ 入園式・ 卒園式・ 遠足・ 運動会・ 親子Da y等） への参加や、 職員と シミ ュ レ ーショ
ン（ バス 内・ 園内緊急時対応・ 心肺蘇生法・ エピ ペン注射・ 嘔吐物処理等） を行いま し た。 卒園する 児童の就学先へ
の引継ぎも 必要時行いま し た。

　 センタ ー所長が横須賀市主催事業発達支援コ ーディ ネータ ー研修にて「 発達障害の理解と 支援のコ ツ 」 と 題し 、 講
師と し て協力し ま し た。
　 ま た、 看護師が横須賀市立看護専門学校で、 講義を行いま し た。
　 そのほか、 年間を通し て、 横須賀市立看護専門学校・ 神奈川衛生学園の実習に協力し ま し た。
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⑤研修参加

医師（ 常勤のみ）

参加人数

1 1

看護師

参加人数

1 1

2 2

3 4

4 1

5 3

6 1

甘えと 間主観性研究会主催 第1 5 回甘えと 間主観性研究会全国学術集会　 東京大会

2 0 2 4 年度かながわ医療的ケア児支援センタ ー（ 横須賀・ 三浦地区） 主催
医療的ケア児が地域でく ら し ていく ために」 保育園での実践報告

S .P .ビ ームス 株式会社主催 キッ ズフ ェ ス タ ～第2 3 回子ど も の福祉用具展アンダー1 8 ～

学会参加:小児神経学会(第6 6 回)､小児精神神経学会(第1 3 1 回､1 3 2 回)

研修名

Reh a  o n -d em a n d 主催 排痰のための呼吸リ ハビリ テーショ ン　 排痰のための基礎知識

武田薬品工業株式会社主催 熱性けいれんん重責状態と ブコ ラ ム口腔内液の概要

日本精神神科学会主催 第４ 回児童のこ こ ろと 発達の研究会

研修名
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①外来業務

i ） 心理評価

ii ） 個別指導

iii ） 教室（ 小集団療育）

表2 －5  心理評価、 個別指導、 教室の月別のべ人数

個別指導 教室

初診前 初診後
＊

のべ人数
＊

のべ人数
＊ 計（ ※1 ） 総計(※2 )

4 月 5 2 4 0 1 9 7 0 1 2 9 1 8 1

5 月 3 3 4 9 4 7 5 9 1 5 5 1 8 8

6 月 2 9 3 8 8 9 8 3 2 1 0 2 3 9

7 月 4 3 3 6 4 9 6 6 1 5 1 1 9 4

8 月 5 5 2 5 6 5 0 9 0 1 4 5

9 月 4 8 1 5 8 7 4 5 1 4 7 1 9 5

1 0 月 4 8 2 2 5 7 5 2 1 3 1 1 7 9

1 1 月 4 7 9 9 6 4 5 1 5 0 1 9 7

1 2 月 3 9 9 8 5 3 3 1 2 7 1 6 6

1 月 4 4 2 5 5 2 6 7 1 4 4 1 8 8

2 月 3 8 1 9 6 1 6 0 1 4 0 1 7 8

3 月 4 1 2 4 7 4 6 7 1 6 5 2 0 6

合計 5 1 7 3 1 1 7 8 1 6 4 7 1 ,7 3 9 2 ,2 5 6

※１  初診後に実施し たも の（ ＊印の項目） 　 ※2 　 初診前の心理評価を加えた数

（ ２ ） 心理

月
心理評価 合計

　 定期的な指導やフォ ロ ーが必要と さ れたお子さ んと その家族に対し 、 1 か月～数か月に1 回の
頻度で行いま し た。 内容は、 初期療育、 お子さ んの行動を理解する ための情報の提供、 具体的
なお子さ んの行動への対応や工夫の仕方の助言、 家族の心理的なサポート が中心と なっていま
す。

　 当センタ ーでは医師の初診に先立って心理評価（ 発達検査・ 知能検査） を実施し ていま す。
ま た、 必要に応じ て、 再評価を実施し ていま す。 （ 在園在籍児を含む）

　 早期療育教室、 療育教室に参加し 、 その後コ ンサルテーショ ンを行いま し た。
　 療育教室のかも めグループでは、 他の職種と 連携し てグループの運営を行いま し た。

19



表2 -6 　 個別指導児の年齢別内訳 　 表2 -7 　 個別指導児の疾患別内訳

年齢 人数 人数

0 歳児 3 9 2

1 歳児 1 7 2 5 2

2 歳児 4 0 1 2

3 歳児 6 0 3 2

4 歳児 1 1 6 0

5 歳児 1 8 5 0

小1 1 0 1 3

小2 1 3 3

小3 1 2 3

小4 1 3 4 6

小5 2 2 2 8

小6 1 3 0

中学生以上 1 7 8

合計 5 2 1 0

3 2

5 2 1

②通園業務

ii ） 保護者勉強会

③地域対応

i ） 巡回相談

ⅱ） 保育所等訪問支援事業

ⅲ ） その他

てんかん

疾患

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害

アス ペルガー障害

学習障害

ダウ ン 症候群

脳性麻痺

その他の染色体異常

知的障害

精神運動発達遅滞

　 巡回相談や保育所等訪問支援事業では、 多職種によ る 幼稚園、 保育園、 こ ども 園に対する 支
援を行いま し た。

i ） コ ンサルテーショ ンおよ び通園児童の問題行動や児童への関わり 方について
コ ン サルテーショ ン（ 1 5 ク ラ ス に対し て数回ずつ） 、 通園職員への助言や提案を 行いま し

た。

7 月2 5 日に「 子ど も の育ちを ど う と ら える か～発達特性の理解と 関わり 方の工夫～」 と いう
テーマで、 会場と オンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト にて開催し ま し た。

現地に赴き 、 お子さ んの観察及びカンフ ァ レ ンス を 行う 巡回相談を幼稚園・ 保育園・ こ ど も
園に対し て実施し ま し た。

要養護 (虐待等)

標準発達

未確定

その他

合計

・ 療育手帳の申請及び更新のための資料作成
・ 他機関へ情報提供
・ 教育委員会関連の委員会・ 連絡会へのオブザーバー参加
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④心理士研修参加

参加人数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 2

6 2

7 2

8 3

9 1

横須賀市児童相談所主催 虐待、 ネグレ ク ト の乳幼児へ与える 影響

日本心理臨床学会主催 第3 2 回心の健康会議

日本小児神経学会主催 第1 9 回子ど も のこ こ ろプラ イ マリ ケア・ セミ
ナー

神奈川LD協会　 夏のセミ ナー2 0 2 4 主催 WIS C・ WA IS 実施のコ ツ -見
立てに有効な行動観察のポイ ント -

研修名

特別支援教育士資格認定協会主催 指導実習（ 講師）

神奈川県臨床心理士会主催 令和６ 年度　 第４ 回　 全体研修会　 WIS C-
Ⅴを学ぶ

横須賀市こ ど も 家庭支援課主催 ペアレ ント ・ ト レ ーニング

小児精神神経学会主催 第1 3 1 回小児精神神経学会

横須賀市児童相談所主催 各関係機関と の連携・ 協働と 在宅支援
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（ ３ ） 理学療法（ P T）

①外来業務

ⅰ） 利用者の状況

表2 -8 　 初回評価、 個別指導児の月別のべ人数 表2 -9 　 年齢別内訳 表2 -1 0 　 疾患別内訳

初回評価 個別指導 人数 年齢 人数 疾患 人数

4 月 3 8 7 9 0 0 歳児 5 自閉症 4

5 月 5 7 9 8 4 1 歳児 1 3 広汎性発達障害 3

6 月 1 4 9 5 0 2 歳児 1 6 注意欠陥多動性障害 0

7 月 4 6 8 7 2 3 歳児 5 アス ペルガー障害 0

8 月 1 8 3 8 4 4 歳児 7 学習障害 0

9 月 1 8 7 8 8 5 歳児 7 てんかん 0

1 0 月 1 1 0 5 1 0 6 小1 1 ダウ ン症候群 7

1 1 月 1 8 8 8 9 小2 5 脳性麻痺 1 9

1 2 月 1 8 0 8 1 小3 4 その他の染色体異常 6

1 月 1 8 7 8 8 小4 3 知的障害 2

2 月 0 8 1 8 1 小5 1 精神運動発達遅滞 2 4

3 月 1 8 3 8 4 小6 2 要養護 (虐待等) 0

合計 2 0 9 7 7 9 9 7 中学生以上 6 標準発達 0

合計 7 5 未確定 0

その他 1 0

合計 7 5

ⅱ） 摂食外来

ⅲ） 補装具外来

ⅳ） 早期療育教室

  小児精神科・ 小児神経内科及びリ ハビリ テーショ ン科医師の指示のも と 、 お子さ んの障害や運
動発達の状況に応じ て、 理学療法の目標を 設定し 、 指導を 行いま し た。 運動遊びを通し て、 お子
さ んの運動発達を 促し ながら 、 自宅での遊び方の工夫など も 伝えていま す。
  ま た、 臥位や座位の姿勢保持が困難なお子さ んに対し ては、 お子さ んの姿勢の評価を行った上
で、 保護者の方への姿勢ケアの指導や、 必要に応じ て、 自宅で使用する 姿勢保持具の作製や相談
も 行いま し た。

  個別指導及び経過観察と し て、 週1 回から 月1 回、 月2 回、 2 ～3 ヵ 月に1 回の頻度で、 理学
療法を実施し ま し た。

　 月に2 回の摂食外来に歯科医師を中心に摂食指導を 行いま し た。

リ ハビ リ テーショ ン科医師の指示のも と 、 作業療法士と 共に補装具の作成及び修理を 行いま し
た。

  早期療育教室に参加し 、 ご家族と の相談、 職員への助言や指導を 行いま し た。
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②通園業務

ⅰ） 姿勢ケアの指導

ⅱ） 摂食指導

ⅲ） 保護者勉強会

ⅳ） コ ンサルテーショ ン

③地域対応

ⅰ） 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校等と の連携

ⅱ） 保育所等訪問支援事業

④理学療法士研修参加

参加人数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 2

S IG姿勢保持実行委員会主催 S IG姿勢保持講習会２ ０ ２ ４

一般社団法人日本小児理学療法学会主催 第1 1 回日本小児理学療法学会学術大会

NP O法人フ ュ ージョ ンコ ムかながわ・ 肢体不自由児協会主催 障害の重い方のコ ミ ュ ニケー
ショ ン支援

S .P .ビ ームス 株式会社主催 キッ ズフ ェ ス タ ～第2 3 回子ど も の福祉用具展アンダー1 8 ～

リ 八テッ ク リ ンク ス 主催 発達科学に根ざし た小児の運動障害・ 発達障害の理解と 発達支援

リ 八テッ ク リ ンク ス 主催 リ ハビリ テーショ ン専門職のための発達学講義

神奈川県立こ ど も 医療センタ ー　 退院・ 在宅医療支援室主催 N ICU卒業生のフ ォ ロ ーアッ
プ体制と リ ハビ リ テーショ ンの重要性

研修名

リ 八テッ ク リ ンク ス 主催 子ど も の"発達"を 学ぶ

リ 八テッ ク リ ンク ス 主催 子ど も の発達支援に必要な発達評価の視点

通園児童の臥位や座位における 姿勢ケアについて、 通園職員への助言や指導を行いま し た。 必
要に応じ て、 通園施設内で使用する 姿勢保持具の作製を 行いま し た。

　 S W、 心理士、 理学療法士、 作業療法士が保育所等を訪問し ま し た。

　 給食に同席し 、 摂食指導およ び食形態の検討を行いま し た。

　 1 0 月1 8 日に『 足の発達と 靴の選び方』 と いう テーマで勉強会を実施し ま し た。

　 ク ラ ス へのコ ンサルテーショ ンを行いま し た。

保護者や幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校から の要請や必要に応じ て訪問し 、 ス タ ッ フ への助
言や指導、 及び集団の中での様子や行動観察を する と 共に、 先生と の情報交換を 行いま し た。
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（ ４ ） 作業療法（ Ｏ Ｔ ）

①外来業務

ⅰ） 利用者の状況

　 個別指導及び経過観察と し て、 月1 回、 月2 回、 2 ～3 ヶ 月に1 回の頻度で作業療法を 実施し

ま し た。

表2 －1 1 月別のべ人数 表2 －1 2 　 年齢別内訳 　 表2 －1 3 　 疾患別内訳

初回評価 個別指導 人数 疾患 人数 年齢 人数

4 月 9 9 3 1 0 2 0 歳児 0 自閉症 1 9

5 月 8 8 5 9 3 1 歳児 3 広汎性発達障害 7 4

6 月 8 8 7 9 5 2 歳児 1 3 注意欠陥多動性障害 4

7 月 6 1 0 3 1 0 9 3 歳児 1 7 アス ペルガー障害 8

8 月 6 1 0 4 1 1 0 4 歳児 4 5 学習障害 1

9 月 3 1 0 7 1 1 0 5 歳児 5 3 てんかん 0

1 0 月 1 0 1 2 4 1 3 4 小１ 1 2 ダウ ン 症候群 1 1

1 1 月 8 1 1 0 1 1 8 小２ 1 2 脳性麻痺 8

1 2 月 2 1 0 4 1 0 6 小3 4 その他染色体異常 6

1 月 5 1 1 6 1 2 1 小4 9 知的障害 8

2 月 5 1 0 8 1 1 3 小５ 5 精神運動発達遅滞 2 4

3 月 9 1 2 8 1 3 7 小６ 3 要養護(虐待等) 0

合計 7 9 1 ,2 6 9 1 ,3 4 8 中学生以上 4 標準発達 1

合計 1 8 0 未確定 0

その他 1 6

合計 1 8 0

ⅱ） 摂食外来

ⅲ） 補装具外来

iv ） 療育教室： かも めグループ

②通園業務

ｉ ） 姿勢ケアの指導

ⅱ） 摂食指導

ⅲ） 保護者勉強会

ⅳ） コ ンサルテーショ ン

  他の職種と 連携し グループの運営を 行いま し た。

　 小児精神科・ 小児神経内科及びリ ハビ リ テーショ ン科医師の指示のも と 、 一人ひと り の障害の状
況や要望等を 考慮し たリ ハビ リ テーショ ン 目標を 設定し 指導を 行いま し た。 遊びを 中心と し たいろ
いろ な活動を 通し て、 手の機能や認知面等の発達を 促し 、 日常生活に必要な力を つける ための指
導・ 援助を 行いま し た。 ま た、 食事・ 衣類の着脱・ 遊び等の日常生活が容易に行える よ う に、 自助
具や補装具等の使用・ 作製、 住宅改修についての相談を 行いま し た。

　 月に２ 回の摂食外来に参加し 、 摂食指導を 行いま し た。

リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 科医師の指示のも と 、 理学療法士と 共に補装具の作製及び修理を 行いま し
た。

　 通園児童の座位や臥位の姿勢ケアについて通園職員への指導・ 援助を 行いま し た。

　 給食時に摂食指導を 行いま し た。

9 月2 7 日「 楽し く 遊ぼう ～親子ででき る 感覚遊び・ 運動遊び」 と いう テーマで勉強会を 実施し ま
し た。 今年度は会場と オン ラ イ ン の受講開催で1 5 人の参加があり ま し た。

　 9 ク ラ ス のコ ンサルテーショ ン を 行いま し た。
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③地域対応

ⅰ） 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校等と の連携

④作業療法士研修参加

参加人数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 2

1 0 1

1 1 2

2 0 2 4 年度かながわ医療的ケア児支援セン タ ー（ 横須賀・ 三浦地区） 主催 「 医療
的ケア児が地域でく ら し ていく ために」 ～保育園での受け入れの実践報告～

保護者、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校から の要請や必要に応じ て 訪問し 、 申し 送り 、 助言や
指導を 行う など 、 連携を 図り ま し た。

研修名

神奈川県総合リ ハビ リ テーショ ン 事業団主催 高次脳機能障がいセミ ナー　 小児編

和歌山県作業療法士会主催 発達が気になる 子への生活と 学習支援・ 肢体不自由児
への学習と テク ノ ロ ジーの活用

東京都作業療法士会主催 現職者研修会（ 発達障害領域のOT）

横須賀市児童相談所主催 性虐待への対応について

S .P .ビ ームス 株式会社主催 キッ ズフ ェ ス タ ～第2 3 回子ど も の福祉用具展アン ダー
1 8 ～

東京都作業療法士会教育部主催 明日から すぐ に使える DCDの評価と 支援

日本発達系作業療法学会主催 日本発達系作業療法学会第1 3 回学術大会

コ ミ ュ ニケーショ ン 発達支援研究会主催 障害の重い子ど も のコ ミ ュ ニケーショ ン
評価と 目標設定～ス イ ッ チ操作の獲得を 目的と し た支援～

視覚発達支援研究会主催 第1 回視機能専門部会　 眼球運動と その評価

N P O法人フ ュ ージョ ン コ ムかながわ・ 肢体不自由児協会主催 障害の重い方のコ
ミ ュ ニケーショ ン 支援
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①   外来業務

ⅰ） 利用者の状況

ⅱ） 耳鼻科外来

ⅲ） 聴力検査

表2 -1 4 　 初回評価、 個別指導児、 聴力検査実施児の月別のべ人数 表2 -1 6 初回評価、 個別指導児の疾患別内訳

初回評価 個別指導 聴力検査 人数 人数

4 月 6 3 0 4 7 8 3 2 8

5 月 2 3 8 5 1 9 1 1 9

6 月 4 3 5 4 4 8 3 1

7 月 8 4 0 4 1 8 9 2

8 月 2 4 2 3 5 7 9 0

9 月 4 4 5 3 4 8 3 0

1 0 月 6 4 6 4 7 9 9 0

1 1 月 5 3 7 3 0 7 2 2

1 2 月 2 3 2 2 3 5 7 1

1 月 1 4 1 2 7 6 9 6

2 月 2 4 3 3 2 7 7 5

3 月 6 4 8 3 2 8 6 0

合計 4 8 4 7 7 4 4 3 9 6 8 0

0

表2 -1 5 初回評価、 個別指導児の年齢別内訳 2 4

疾患 人数 8 8

0 歳児 0

1 歳児 0

2 歳児 3

3 歳児 2

4 歳児 1 5

5 歳児 2 5

小1 1 1

小2 1 0

小3 7

小4 7

小5 5

小6 2

中学生以上 1

合計 8 8

その他

合計

知的障害

精神運動発達遅滞

要養護(虐待等)

標準発達

未確定

学習障害

てんかん

ダウ ン症候群

脳性麻痺

その他の染色体異常

障害の種類

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害

アス ペルガー障害

 月4 回聴力検査の実施日を 設定し 、 未就学の外来利用児に聴力検査を 実施し ま し た。 ま た外来利用児の
う ち年長児の希望者を対象に再度聴力検査を実施し ま し た。

（ ５ ） 言語聴覚療法（ S T）

主に言葉の遅れや発音の問題、 吃音、 難聴、 読み書き に困難のある お子さ んに対し 、 個々の障害の状況
や要望など を 考慮し た目標を 設定し 、 相談や個別指導を 行いま し た。 必要に応じ 、 聴力検査を実施し ま し
た。

  個別指導及び経過観察と し て、 週1 回から 2 ～3 ヶ 月に1 回の頻度で言語聴覚療法を行いま し た。

  耳鼻いんこ う 科医師によ る 月2 回の耳鼻科外来に立ち会いま し た。 必要に応じ て、 聴力検査、 ティ ンパ
ノ メ ト リ ー(鼓膜の動き の程度を 調べる 検査)を 実施し ま し た。
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ⅳ） 摂食外来

ⅴ） 療育教室： かも めグループ

②通園業務

ⅰ） 聴力検査

ⅱ） 摂食指導

ⅲ） 保護者勉強会

ⅳ） コ ンサルテーショ ン

③地域対応

ⅰ） 市立ろう 学校・ 特別支援学校・ 市立小学校・ こ と ばの教室

ⅱ） 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園・ 学校

④言語聴覚士研修参加

参加人数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

1 0 1

1 1 1

1 2 1

1 3 1

1 4 2

1 5 2

研修名

　 年長児の希望者を 対象に聴力検査を 実施し ま し た。

　 給食時に摂食指導及び給食の食形態の検討を 行いま し た。

　 1 2 月5 日に「 こ と ばを はぐ く む」 と いう テーマで勉強会を実施し ま し た。 会場と オンラ イ ンのハイ ブ
リ ッ ト にて開催し ま し た。

　 摂食外来に言語聴覚士1 人が参加し 、 摂食指導を行いま し た。

　 他の職種と 連携し てグループの運営を行いま し た。

　 ク ラ ス へのコ ンサルテーショ ンを行いま し た。

　 評価を 行っ たお子さ んや個別指導を 実施し ている お子さ んの通学する 学校の先生と 連携を 図る ための巡
回や来所相談を 行い､情報交換や文書での申し 送り を 行いま し た。

　 評価を 行っ たお子さ んや、 個別指導を実施し ている お子さ んの集団の中での様子や行動観察、 ま た通園
する 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園の先生と の連携のため巡回を行い、 情報交換や文書での申し 送り を行いま
し た。

「 臨床の知を 考える 会」 主催 グループF症例検討会

甘えと 間主観性研究会主催 第1 5 回甘えと 間主観性研究会全国学術集会　 東京大会

言語発達障害研究会主催 外国にルーツ をも つ子ど も の発達障がいと 支援について

「 臨床の知を 考える 会」 主催 グループG　 第4 回研究会

言語発達障害研究会主催 第9 2 回定例会　 調査報告

日本コ ミ ュ ニケーショ ン障害学会主催 第5 0 回日本コ ミ ュ ニケーショ ン障害学会学術講演会

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会神奈川県地方部会主催 第1 4 6 回難聴言語障害研究会

エイ タ ッ ク ラ ボ主催 認知や言語発達に応じ た個別最適なコ ミ ュ ニケーショ ン支援と ICTや支援技
術の活用を学ぶ
学びプラ ネッ ト 主催 読書のバリ アってど んなバリ ア？音声図書だけではない読書バリ アフ リ ーの
世界

「 臨床の知を 考える 会」 主催 グループG　 第5 回研究会

「 臨床の知を 考える 会」 主催 グループF症例検討会

日本吃音・ 流暢性障害学会主催 第1 2 回　 日本吃音・ 流暢性障害学会

エイ タ ッ ク ラ ボ主催 a ta cLa b  オンラ イ ン実践セミ ナー

「 臨床の知を 考える 会」 主催 グループG　 第６ 回研究会

学びプラ ネッ ト 主催 対話型読み書き アセス メ ント ～読み書き の速度を測る だけではない
URAWS S の活用法～
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表2 -1 7 　 月別のべ人数 表2 -1 8 　 年齢別内訳　 表2 -1 9 　 疾患別内訳

人数 年齢 人数 疾患 人数

4 月 1 1 0 歳児 3 自閉症 8

5 月 1 1 1 歳児 1 1 広汎性発達障害 8

6 月 1 1 2 歳児 1 0 注意欠陥多動障害 0

7 月 1 1 3 歳児 1 1 アス ペルガー障害 0

8 月 1 2 4 歳児 1 2 学習障害 0

9 月 1 2 5 歳児 1 5 てんかん 0

1 0 月 7 小1 4 ダウ ン 症 1 6

1 1 月 1 2 小2 0 脳性麻痺 5

1 2 月 1 2 小3 0 その他の染色体異常 5

1 月 8 小4 0 知的障害 3

2 月 1 1 小5 0 精神運動発達遅滞 1 5

3 月 9 小6 0 要養護(虐待等) 0

合計 1 2 7 中学生以上 0 標準発達 0

合計 6 6 未確定 0

その他 6

合計 6 6

（ ６ ） 摂食外来

　 歯科医師を 中心に理学療法士、 作業療法士、 言語聴覚士、 栄養士、 看護師と 共に摂食機能や食
事の進め方についてアド バイ ス や定期的な指導を行いま し た。
　 月に1 回、 通園の給食の時間に歯科医師によ る 巡回を 行い、 担任にアド バイ ス をし ま し た。

28



表2 -2 0 　 月別のべ人数 表2 -2 1 　 年齢別内訳 表2 -2 2 　 疾患別内訳

人数 年齢 人数 疾患 人数

4 月 2 4 0 歳児 2 自閉症 2

5 月 1 9 1 歳児 8 広汎性発達障害 3

6 月 1 3 2 歳児 1 6 注意欠陥多動障害 0

7 月 2 0 3 歳児 1 0 アス ペルガー障害 0

8 月 2 1 4 歳児 1 3 学習障害 0

9 月 2 8 5 歳児 1 3 てんかん 0

1 0 月 2 4 小1 3 ダウ ン 症 1 5

1 1 月 2 9 小2 5 脳性麻痺 1 3

1 2 月 2 1 小3 8 その他の染色体異常 1 0

1 月 1 9 小4 6 知的障害 4

2 月 2 9 小5 1 精神運動発達遅滞 3 6

3 月 2 4 小6 2 要養護(虐待等) 0

合計 2 7 1 中学生以上 1 2 標準発達 0

合計 9 9 未確定 0

その他 1 6

合計 9 9

件数

7

2

5

2 3

1 5

1

4

2 9

8 6

その他

修理

合計

座位保持装置付車椅子

座位保持装置

下肢装具

足底板

カーシート

（ ７ ） 補装具外来

　 リ ハビ リ テーショ ン科医師の指示のも と 、 理学療法士、 作業療法士、 補装具業者が協力し 、 補
装具の評価、 作製、 修理を行いま し た。 お子さ んと 保護者の方の必要性や要望に応じ てス タ ッ フ
で相談・ 検討を行い、 お子さ ん一人ひと り に合わせた補装具の作製およ び修理を 行いま し た。

表2 -2 3 補装具作製およ び
修理件数の内訳

補装具名

車椅子・ バギー
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表2 -2 4 　 月別のグループ開催回数、 参加のべ人数

回数 人数

6 月 1 5

7 月 2 9

8 月 1 4

9 月 2 9

1 0 月 2 8

1 1 月 2 7

1 2 月 1 5

1 月 2 6

2 月 1 4

3 月 1 5

合計 1 5 6 2

　 ※6 月から 開催

表2 -2 5 　 月別のグループ開催回数、 参加のべ人数

回数 人数

4 月 0 0

5 月 2 9

6 月 2 8

7 月 2 8

8 月 1 3

9 月 2 7

1 0 月 2 1 0

1 1 月 2 1 2

1 2 月 2 1 1

1 月 2 1 2

2 月 2 1 0

3 月 1 5

合計 2 0 9 5

（ ８ ） かも めグループ

    知的に遅れがないにも 関わら ず、 周囲に合わせる こ と が苦手、 じ っと し ている こ と が苦手など の発
達特性によ り 、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園の集団場面において困難さ がある お子さ んと その保護者を
対象にグループ療育を行いま し た。
　 お子さ んに対し ては、 個別検査と グループの振り 返り を 元に興味事をき っかけにし たり 、 課題のヒ
ント や活動のモデルを示す等、 注目する ための工夫や理解し やすい工夫を 実践し て、 他のお子さ んと
共に活動を 楽し むための基礎づく り を行いま し た。 ま た、 親に対し ては、 グループの様子を 通し てお
子さ んの特徴の理解を促し て対応の工夫を考える など 、 生活や就学に向けてのサポート を行いま し
た。

（ ９ ） すずら んグループ

　 精研式『 ペアレ ント ・ ト レ ーニングプロ グラ ム』 を 基礎にし た保護者のグループです。
　 保護者と お子さ んが、 よ り 良いコ ミ ュ ニケーショ ンで家庭生活が送れる よ う にする こ と を 目的と し
ていま す。 お子さ んにわかり やすい、 具体的な対応を 身につける こ と で、 親と 子が、 と も に日常生活
を よ り 穏やかに送れる よ う にサポート する ためのも のです。
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３ ． 通園部門（ ひま わり 園）

（ １ ） 通園の概要

(２ ） 通園療育のねら い

①お子さ んへの支援

②家庭と の連携と 家族支援

③地域生活への支援

（ ３ ） ク ラ ス 編成 

児童発達支援センタ ー種別 形態

単独

親子

併行

併行

併行

親子

福祉型 併行

親子

併行

併行

併行

親子

単独

単独

（ ４ ） 通園形態と その目的

①単独通園

②親子通園

おがわA 週１ ・ ２ ３ 歳児

そら B 週１

おがわB 週２ ４ ・ ５ 歳児

そら A 週１ ・ ２ ４ ・ ５ 歳児

にじ

医療型児童発達支援セン タ ー(定員4 0 人)と 福祉型児童発達支援センタ ー（ 定員5 0 人） があり 、 令和6 年度
は、 医療型児童発達支援センタ ー7 人 、 福祉型児童発達支援センタ ー9 ４ 人が通園を 利用し ま し た。

お子さ んの発達の特性に配慮し な がら 、 身体づく り 、 基本的な生活習慣の確立、 豊かな 人間関係の育成を
目指し ま す。 ま た、 個別支援計画を 作成し 、 一人ひと り のお子さ んに合わせた 専門的な 療育支援を 行いま
す。

お子さ んの生活の基本は家庭です。 お子さ んの育ち の理解と 子育てについて家族と 共に考え 、 支援する こ
と を 目指し ま す。

  お子さ んが地域生活を 健やかに送れる よ う 地域関連機関と 連携･協力し た支援を 目指し ま す。

お子さ んの発達の特性や年齢、 併行通園等を 考慮し たク ラ ス 編成を し ま し た。

日数 年齢

医療型
ほし 週５ ４ ・ ５ 歳児

ま き ば 週１ ・ 2 ３ 歳児

いずみA 週２ ３ 歳児

いずみB 週２ ４ ・ ５ 歳児

つき A 週１ ４ ・ ５ 歳児

つばさ A 週２ ４ ・ ５ 歳児

つばさ B 週１ ４ ・ ５ 歳児

週２ ・ ５ ４ ・ ５ 歳児

にじ 週２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ４ ・ ５ 歳児

４ ・ ５ 歳児

そら C 週１ ３ 歳児

  お友だちや職員と 共に過ごす中で様々な経験を積んでいき ま す。 日常生活のリ ズムを作り 、 基本的な
生活習慣を身につけ、 豊かな人間関係を築いていく こ と 等を学んでいき ま す。  基本的には単独通園です
が、 保護者にも 療育に参加し て頂ける よ う 、 運動会・ 遠足などの行事を通し てお子さ んの成長や課題等
を職員と 一緒に確認し 、 子育てを共に考えていく 機会にし ていま す。

  発達に遅れや偏り があり 、 同年齢のお友だちと 遊ぶこ と やコ ミ ュ ニケーショ ンの難し さ 、 基本的な生
活習慣に課題を抱えている お子さ んが、 保護者と 一緒に小さ な集団の中で楽し く いろいろな経験や練習
（ 療育） を積み重ねていき ま す。
  療育活動の中で、 お子さ んの様子について保護者と 職員が共通理解づく り を図り 、 お子さ んへの関わ
り 方を一緒に考えていく と 共に、 保護者同士の交流を図り ま す。
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③併行通園

（ ５ ） 療育時間と プロ グラ ム

時間

1 0 :0 0

1 0 :4 0

1 1 :0 0

1 1 :3 0

1 2 :0 0

1 3 :3 5

1 4 :1 0

1 4 :3 0

（ ６ ） 利用児の状況

表3 -1 　 月別在籍児童数

　 在籍児数

在籍数 (内)入園 (内)退園 在籍数 (内)入園 (内)退園 　 　 合計

4 月 7 3 0 8 8 2 1 1 9 5

5 月 7 0 0 8 7 0 0 9 4

6 月 7 0 0 8 7 0 0 9 4

7 月 7 0 0 8 7 0 0 9 4

8 月 7 0 0 8 7 0 0 9 4

9 月 7 0 0 8 7 0 1 9 4

1 0 月 7 0 0 9 4 8 2 1 0 1

1 1 月 7 0 0 9 4 2 0 1 0 1

1 2 月 7 0 0 9 4 0 0 1 0 1

1 月 7 0 0 9 4 0 0 1 0 1

2 月 7 0 0 9 4 0 0 1 0 1

3 月 7 0 0 9 4 0 0 1 0 1

＊令和7 年3 月3 1 日付け卒園児　 医療型 ０ 人 福祉型 4 6 人 (内3 歳児1 人)

健康チェ ッ ク 朝の仕度

マッ サ－ジ 着替え

朝の集ま り 朝の集ま り

  幼稚園・ 保育園・ こ ども 園よ り も 少人数の集団で､環境や課題設定を分かり 易く する 等の工夫をし なが
ら 集団でよ り 楽し く 過ごす練習をし ていき ま す｡ま た､保護者と は家庭や利用施設等でのお子さ んの様子
を確認し 合い､よ り 良い関係づく り や家庭での過ごし 方等を共に考えていき ま す。
　 ま た、 ク ラ ス 担任や担当S Wが、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園等を訪問し 、 連携を図っていき ま す。

医療型児童発達支援セン タ ー 福祉型児童発達支援センタ ー

登園 登園

午後の活動 午後の活動

帰り の集ま り 帰り の集ま り

降園 降園

午前の活動 午前の活動

給食の準備 給食の準備

給食 給食

　 療育を必要と し ている 後期入園のお子さ んの受け入れをし ていま す。
　 併行通園先と の連携を取り 、 協力し ながら 家族を支援し ていく ために、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園の
訪問も 実施し ま し た。 今後も 、 幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園を始めと し た、 お子さ んを取り 巻く 地域の関
係機関と の連携の充実がよ り 求めら れる と 思われま す。
　 就学し たお子さ んについては、 保護者の了解のも と 、 担任が就学先の先生と の引き 継ぎを行いま し
た。

医療型児童発達支援センタ ー 福祉型児童発達支援センタ ー

月
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表3 -2 　 利用実績 

開園 のべ 1 日平均 開園 のべ 1 日平均

日数 通園児数 通園児数 日数 通園児数 通園児数

4 月 1 2 2 2 1 .8 1 6 4 7 8 2 9 .9

5 月 1 4 2 4 1 .7 2 1 6 4 1 1 0 .8

6 月 1 5 2 5 1 .7 2 3 6 3 6 2 1

7 月 1 9 3 9 2 .1 2 2 6 4 8 3 5 .1

8 月 1 1 2 2 2 .0 1 1 3 2 9 3 4 .8

9 月 1 9 4 6 2 .4 2 0 5 7 4 3 1 .5

1 0 月 1 7 3 4 2 .0 2 2 6 7 6 3 7 .2

1 1 月 1 3 2 2 1 .7 2 4 6 0 2 3 2 .7

1 2 月 1 1 1 8 1 .6 1 7 4 8 0 3 4 .3

1 月 9 1 8 2 .0 1 9 6 2 0 3 6 .0

2 月 8 2 0 2 .5 1 8 5 6 2 3 7 .1

3 月 8 1 3 1 .6 1 1 3 5 3 3 6 .8

合計 1 5 6 3 0 3 1 .9 2 2 4 6 ,5 9 9 2 9 .5

表3 -3 　 年齢別在籍児童数(令和7 年3 月3 1 日現在)　 　

合計

男 女 小計 男 女 小計 男 女 合計

2 歳児 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 歳児 2 1 3 1 8 6 2 4 2 0 7 2 7

4 歳児 1 1 2 1 8 1 1 2 9 1 9 1 2 3 1

5 歳児 2 0 2 3 4 7 4 1 3 6 7 4 3

合計 5 2 7 7 0 2 4 9 4 7 5 2 6 1 0 1

表3 -4 　 診断名別児童数

男 女 小計 男 女 小計 男 女 合計

0 0 0 4 1 1 4 5 5 4 1 1 4 5 5

0 0 0 2 2 4 2 6 2 2 4 2 6

0 0 0 2 4 6 2 4 6

0 0 0 2 1 3 2 1 3

1 1 2 0 0 0 1 1 2

1 0 1 1 3 4 2 3 5

1 1 2 2 0 2 3 1 4

合計 3 2 5 7 0 2 6 9 6 7 3 2 8 1 0 1

医療型児童発達支援センタ ー 福祉型児童発達支援センタ ー

月

種別

診断名
合計

自閉症

広汎性発達障害

ダウ ン症候群

知的障害

脳性麻痺

精神運動発達遅滞

＊医療型児童発達支援セン タ ーと 福祉型児童発達支援センタ ーの開園日数の違いは、 行事の振替え日等の違
いによ る も のです。

医療型児童発達支援ｾﾝﾀｰ 福祉型児童発達支援ｾﾝﾀｰ

医療型児童発達支援ｾﾝﾀｰ 福祉型児童発達支援ｾﾝﾀｰ

その他
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表3 -5 　 併行通園等の状況(令和7 年3 月3 1 日現在)

医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計

2 歳児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 歳児 0 4 4 0 4 4 0 1 3 1 3 1 2 3 0 0 0

4 歳児 0 1 0 1 0 0 2 2 0 6 6 0 4 4 0 0 0

5 歳児 0 9 9 0 9 9 0 1 7 1 7 0 0 0 0 0 0

合計 0 2 3 2 3 0 1 5 1 5 0 3 6 3 6 1 6 7 0 0 0

表3 -6 　 利用契約日数別在籍数(令和6 年3 月3 1 日現在)

医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計 医療 福祉 小計

2 歳児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 歳児 0 1 1 1 1 3 1 3 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 歳児 0 7 7 0 1 3 1 3 0 1 1 0 2 2 2 6 8

5 歳児 0 1 6 1 6 0 2 1 2 1 0 0 0 0 1 1 2 3 5

合計 0 3 4 3 4 3 4 7 5 0 0 1 1 0 3 3 4 9 1 3

表3 -7 　 卒園児の進路

医療 福祉 合計

0 3 4 3 4

0 9 9

0 0 0

0 4 3 4 3

(７ ） 主な行事

月

4 月

療育参観(保護者2 8 人)ク ラ ス 懇談会(保護者4 0 人)給食試食会(保護者1 9 人)

7 月

8 月

1 月

2 月

3 月

種別
幼稚園 保育園 こ ど も 園 福祉施設等 その他

週1 日利用 週2 日利用 週3 日利用 週4 日利用 週5 日利用
種別

1 0 月
(保護者1 7 人) 給食試食会(保護者4 人)

1 2 月
療育参観(保護者6 1 人)

進路先

行事名

5 月
就学説明会(保護者4 8 人) 保護者勉強会(保護者2 9 人) 医療型ピ アカウ ン セリ ン グ(保護者

特別支援学級

特別支援学校

通常の学級

合計

入園式(親子5 5 人) ひま わり 園年度初めの会(保護者4 3 人) 

1 人) 療育参観(保護者3 5 人) ク ラ ス 懇談会(保護者3 6 人) 給食試食会(保護者3 9 人)

6 月

個別療育面談 保護者勉強会(保護者1 3 人) ひま わり 親子園Da y(親子6 8 人) 

プール(親子2 人) 福祉型ピ アカウ ン セリ ン グ(保護者2 9 人) 

市立養護学校見学会(保護者5 人) 県立武山支援学校見学会(保護者3 4 人) 

個別療育面談 保護者勉強会(保護者1 1 人) プール(親子3 0 人) 

就学相談会 ひま わり 園見学会(幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園2 9 園)
引き 取り 訓練(保護者3 1 人)

就学相談会 保護者勉強会(保護者1 5 人)1 0 月入園説明会(保護者8 人) 

Z OOM療育参観(保護者4 1 人) プール(親子2 0 人)

個別療育面談 保護者勉強会(保護者７ 人) Z OOM療育参観(保護者1 7 人) ク ラ ス 懇願会

1 1 月

個別療育面談 遠足(親子3 3 人) 

保護者参加日(保護者9 2 人) 

給食試食会(1 0 月入園保護者7 人)

個別療育面談(1 0 月入園) 保護者勉強会(保護者1 3 人) 

福祉型ピ アカウ ンセリ ング(保護者2 3 人)医療型ピ アカウ ンセリ ング(保護者3 人)

9 月

給食試食会(保護者3 3 人)

個別療育面談 療育参観(保護者5 0 人) ク ラ ス 懇談会(6 6 人)

卒園式(親子1 1 1 人) 　 4 月入園説明会(保護者2 9 人)

＊身体測定・ 内科検診・ 耳鼻科検診・ 歯科検診も 行いま し た。
＊避難訓練は毎月行いま し た。
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（ ８ ） 保護者支援

表3 -8 　 保護者勉強会の開催状況

日時 参加人数(人)

5 月1 6 日 2 0

5 月2 8 日 9

6 月1 3 日 1 3

7 月2 5 日 1 1

9 月2 7 日 1 5

1 0 月1 8 日 7

1 2 月5 日 1 3

表3 -9 　 ピ アカウ ンセリ ン グ（ 先輩ママと の座談会） の開催状況 

日時 テーマ 参加人数

5 月1 3 日

6 月2 6 日

1 月2 3 日

1 月3 1 日

（ ９ ） 職員研修  

職員派遣研修一覧

1 2

2 2

3 1

4 1

5 1

6 2

7 1

8 3

9 1

1 0 2

1 1 1

医療型ク ラ ス の
保護者　 　 １ 人

子ど も の育ちを ど う と ら える か 診療課　 心理士

 　 保護者と 共に子育てを 考える こ と を 大切にし 、 定期的に「 個別療育面談」 と 「 懇談会」 を 行いま し
た。 定期的な面談以外にも 、 保護者と の面談は必要に応じ 随時行いま し た。 親子ク ラ ス の保護者を 対象
に、 ミ ニ勉強会も 実施し ま し た。 ま た、 お子さ んの成長のプロ セス 等について共通の理解を 深め、 日常
の子育てや療育に反映でき る よ う 、 保護者勉強会も 行いま し た（ 表3 -8 ） 。
　 こ の他、 ひま わり 園の保護者会では、 園長と 保護者会代表と の保護者役員会定例会で園の運営等に関
し ての意見交換や保護者役員各担当から の報告・ 確認など を 行いま し た。 保護者同士の縦横の交流の機
会と し て、 令和5 年度よ り ひま わり 園が主催する 「 ピ アカウ ン セリ ン グ（ 先輩ママと の座談会） 」 も 行
いま し た。 （ 表3 -9 ） 。

食べる こ と に配慮し た給食の工夫

発達サポート の基本

就学や学校生活について
医療型ク ラ ス の
保護者　 3 人

＊保護者会主催で、 ひま わり 園保護者の親睦を 目的と し た「 ひま わり 園保護者全体親睦会」 を 行いま し た。

　 職員の資質の向上・ 専門的ス キルの習得等を 目的と し た、 職員の外部研修への派遣を 重点的に行いま し た

児童相談所研修

心身障害児保育研究会

自閉症支援者基礎講座研修

全国職員研修会「 ５ 領域っ てなんだろ ？」

研修名

法人内通園課主任専門部会

児童発達支援管理責任者基礎研修

参加人数

児童発達支援管理責任者実践研修

児童発達支援管理責任者更新研修

強度行動障害研修

横須賀市立養護学校夏季公開研修会

全国知的障害関係施設長会議
「 こ れから の障害福祉に求めら れる こ と ～令和６ 年度報酬改定後の課題と 展望
～」

就学や学校生活について
福祉型ク ラ ス の
保護者　 ２ ９ 人

就学や学校生活について
福祉型ク ラ ス の
保護者　 ２ ３ 人

管理課　 栄養士

横須賀の障害福祉サービス について 横須賀市民生局福祉こ ども 部障害福祉課

 楽し く 遊ぼう ～親子ででき る 感覚・ 運動あそび～ 診療課　 作業療法士

療育相談セン タ ー所長

テ－マ 講師

足の発達と 靴の選び方 診療課　 理学療法士

こ と ばを はぐ く む 診療課　 言語聴覚士

就学や学校生活について
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1 2 2

1 3 1

1 4 1

1 5 5

1 6 1

1 7 1

1 8 1

1 9 1

2 0 1

2 1 1

2 2 1

2 3 1

2 4 1

2 5 1

2 6 1

2 7 1

2 8 1

発達臨床研究会 発達の意味性を つなぐ 理論講座
～たかが型はめ、 さ れど 型はめ、 型はめで育てる 共感的な心の育ち編～

淑徳大学発達臨床研修セミ ナー

おやと 子ど も と 社会を つなぐ 発達療育研究会～ビ ジョ ント レ ーニン グについて～

おやと 子ど も と 社会を つなぐ 発達療育研究会～知能検査と 発達検査のはなし ～

正解のない問いを 考える 時代を ど う 生き る か

反射を 斬る ！知っ ている よ う で知ら ない原子反射の理解から のセラ ピ ー

伝える わかる つながる 発達に躓き のある 子へのコ ミ ュ ニケーショ ン 革新

子ど も の支援の為の知識と 実践＝本質を 学ぶ

こ ど も 虐待対応研修

職員向け「 ペアト レ ーニン グ」 体験講座

こ ど も ま ん中においた社会の実現に向けて

医療ケア児が地域で暮ら し ていく ための保育園での実践報告

川上康則先生と オン ラ イ ン でつながる 第１ ７ 弾sp rin g セミ ナー

０ から 始める 発達支援 5 月から 取り 組むべき 実践アプロ ーチ

ケース ス タ ディ ーを 通し た子ど も 理解～幼児期を 発達分野で支えよ う ～

職場内の人間関係の作り 方 保護者と のコ ミ ュ ニケーショ ン の図り 方
親と 子ど も と 社会を つなぐ 発達療育研究会

A S Dの特性理解 TEEA CHプロ グラ ム研究会 東京支部
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（ 1 0 ） 　 弟妹預かり

表3 -1 1 　 弟妹預かり の実績 

種別

令和6 年度

前年度

（ 1 1 ） 地域対応 

<幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園巡回訪問>

<幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園、 学校への引き 継ぎ>

<交流保育>

・ 併行通園の経験がないお子さ んが公立保育園に赴き 保育園児と 交流を 行っ ていま す。

（ １ ２ ） 実習生、 研修生の受け入れ  

<保育実習生>

1

2

3

<看護学生>

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

<その他>　 　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

9 /1 7 -1 0 /3 東洋英和女学院大学 1

3 7 9

1 3 6

1 6

9

3 7 9

1 3 6

1 7

1 2

人数(人) 回数(回) 利用実人数(人) 利用のべ人数(人)

4神奈川衛生学園専門学校3 /1

3 /7 神奈川衛生学園専門学校 4

期間 受入先 受入人数

2

7

7

7 /2 8

8 /2

5 /3 1

7 /2 4

7 /2 5

自衛隊病院研修医

筑波大学付属久里浜特別支援学校

フ ォ ロ ーアッ プ研修

8 /2 2

8 /3 0

9 /2 0

フ ォ ロ ーアッ プ研修

自衛隊病院研修医

筑波大学付属久里浜特別支援学校

自衛隊病院研修医

自衛隊病院研修医

3

2

7

2

2

2 /1 6

2 /2 2

神奈川衛生学園専門学校

神奈川衛生学園専門学校

4

5

42 /2 9 神奈川衛生学園専門学校

4

4

4

2 /1 5 神奈川衛生学園専門学校 4

2 /8

市立看護専門学校　

市立看護専門学校　

市立看護専門学校　

市立看護専門学校　

市立看護専門学校　

神奈川衛生学園専門学校

５ /２ ８ ・ ５ /２ ９

６ /１ ８ ・ ６ /１ ９

９ /３ ・ ９ /４

１ ０ /１ ６ ・ １ ０ /１ ７

１ １ /６ ・ １ １ /８

4市立看護専門学校　

4

4

4

期間

５ /８ ・ ５ /９

期間

8 /2 6 -9 /1 0

1 0 /2 1 -1 1 /1

受入人数

受入先

鎌倉女子大学短期大学部

洗足こ ども 短期大学

2

1

1 1 /2 1 横須賀市障害関係施設協議会き り んグループ 2

1 1 /2 8 横須賀市障害関係施設協議会き り んグループ 2

 親子登園時に同行し てく る 弟妹の保育対応を 行いま し た｡(表3 -1 1 )

・ 保護者の了解を 得て、 併行通園のお子さ んの幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園に訪問し 、
　 お子さ んの様子を 確認する と 共に情報交換を 行いま し た。

・ 保護者の了解を 得て、 来年度就学する お子さ んの支援級、 養護学校と の引き 継ぎを 行いま し た。
　 来年度幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園に入園予定のお子さ んの引き 継ぎはあり ま せんでし た。

受入人数

受入先
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(1 )  療育相談センタ ーの財政

(2 ) 送迎業務（ 通園バス およ び福祉車両運行）

(3 ) 給食業務

通園給食実施状況（ 表4 -1 ）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合計

実施
日数

1 5 2 1 2 3 2 2 1 1 1 9 2 2 2 3 1 7 1 9 1 8 1 0 2 2 0

幼児食 4 7 8 6 6 9 6 6 0 6 8 9 3 5 9 5 9 7 7 0 7 6 0 8 4 9 5 6 3 5 5 7 3 3 2 6 6 ,7 9 6

指導食 4 3 1 5 7 4 5 4 0 5 7 3 2 9 7 5 2 1 5 9 3 5 1 5 4 5 3 5 0 5 5 1 4 2 8 6 5 ,8 0 2

保護者･
研修生等

1 9 5 1 1 6 1 5 1 6 6 9 2 4 1 2 2 7 2 9 2 2 6 2

検食･
保存食

3 0 4 2 4 6 4 4 2 2 3 8 4 4 4 6 3 4 3 8 3 6 2 0 4 4 0

食数
合計

9 5 8 1 ,3 3 6 1 ,2 6 2 1 ,3 2 1 6 9 4 1 ,2 2 5 1 ,3 6 8 1 ,1 8 1 9 8 4 1 ,1 8 5 1 ,1 5 2 6 3 4 1 3 ,3 0 0

①   特別形態食について

＜食形態区分＞ （ 年間のべ人数）

ⅰ） えんげ食

ⅱ） 押し つぶし 準備食（ 1 人）

4 .　 管理部門

　 横須賀市療育相談センタ ーは､横須賀市から の指定管理料によ り 運営さ れていま す。
　 令和6 年度の決算内訳は、 人件費約4 億5 5 0 0 万円(8 1 .4 ％)、 事務費
6 ,4 5 0 万円(1 1 .5 ％)､事務管理経費約3 ,0 5 0 万円(5 .5 ％)､事業費約8 7 0 万円(1 .6 % ）
計約5 億5 ,8 7 0 万円でし た。

通園送迎バス と し て、 小型マイ ク ロ バス 3 台、 乗降装置を装備し た福祉車両1 台を民間会社に委
託し て運行し ま し た。 バス は市内を 3 つのルート に分け、 各ルート に運転手の他、 通園担当職員
と 非常勤添乗員を配置し 、 お子さ んを安全に送迎する こ と を心がけま し た。 ま た、 福祉車両には
通園担当職員と 非常勤看護師を配置し 、 医療的ケアの必要なお子さ んを安全に送迎する こ と を 心
がけま し た。

通常運行の他、 保護者参加日、 遠足等の行事や、 お子さ んの保護者を対象と し た養護学校の見
学会等においても 運行を行いま し た。

ア． 基本運行時間　 午前便  8 :5 0 ～1 0 :0 0 　 午後便 1 4 :3 0 ～1 5 :4 0
イ ． 運行ルート 　 ⅰ.ひま わり 号（ 追浜方面） ⅱ.めろん号（ 浦賀方面）
　 　 　 　 　 　 　 　 ⅲ.さ く ら 号（ 林方面） 各車両乗車定員2 5 人
　 　 　 　 　 　 　 　 ⅳ.う さ ぎ号(利用児自宅近隣ま での送迎)　 車両乗車定員8 人

　 通園利用児に給食を提供し ま し た。 調理業務は民間会社に委託し 、 療育相談センタ ー栄養士は
献立作成、 特別食の指示、 栄養相談など を行いま し た。

　 幼児食の他に4 種類の形態を用意し 、 口腔機能の発達に合わせた食形態を提供し ま し た。
ま た、 食物アレ ルギーのお子さ んへの個別対応を行いま し た。

　 口から 食物摂取を始める 初期段階のお子さ んを対象と し た食事です。
　 主食は、 粒なし のおかゆゼリ ー、 主菜・ 副菜はすべてミ キサーにかけ、 粒のないなめら かな
ペース ト 状で提供し ま し た。
　 ま た、 水分補給用にお茶ゼリ ーを提供し ま し た。

　 舌を上下に動かし 押し つぶす練習をする 時期のお子さ んを対象と し た食事です。
　 主食は､粒あり のおかゆゼリ ー、 肉･魚のムース を使用し ､野菜等はなめら かなマッ シュ 状で提供
し ま し た｡
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ⅲ） 押し つぶし 食

ⅳ） そし ゃく 食

＜アレ ルギー対応＞

＜偏食対応＞

③　 行事食

④　 保護者への対応

＜保護者参加日＞

＜試食会＞

　 各ク ラ ス 年に1 回、 試食会を実施し ま し た。

＜献立表＞

＜その他＞

　 昼食中に各ク ラ ス を回り 、 保護者（ 親子通園） から の意見や感想等を伺いま し た。

⑤　 栄養相談実施状況

　 ＜摂食外来＞

＜個別相談＞

⑥　 その他

＜保護者勉強会＞

 「 ” 食べる こ と ” に配慮し た給食の工夫」 をテーマで行いま し た。

＜給食委員会＞

　 ＜給食アンケート ＞

 　 月2 回行われる 摂食外来において、 適切な食事量・ 水分量・ 特別形態食の調理などの相談を行
いま し た。

　 押し つぶし 機能獲得の時期のお子さ んを対象と し た食事です。
　 主食は、 全粥。 肉・ 魚のムース を使用し 、 野菜等は1 ｃ ｍ角に切って圧力鍋でやわら かく し 、
舌と 上あごで押し つぶし て飲み込める よ う に調理し て提供し ま し た。

　 そし ゃく 機能獲得の時期のお子さ んを対象と し た食事です。 主食は、 軟飯、 肉はやわら かく 調
理し 、 魚や揚げ物は一口大に切り 、 と ろみのあんをかけて噛みやすく 、 ま と ま り やすいよ う に調
理し ま し た。
　 ま た、 野菜等は圧力鍋を使用し て、 歯ぐ き でつぶせる く ら いのやわら かさ に調理し て提供し ま
し た。
　 以上4 種類の食形態を提供し ま し たが、 状態に応じ て個別対応をし ま し た。

　 医師の診断書等に基づき 、 除去食・ 代替食品で対応し ま し た。 卵除去

　 偏食や味覚の過敏等で、 給食を食べる こ と が難し い場合、 主食は代替対応し ま し た。

　 季節ごと に旬の食材を取り 入れ、 季節感を感じ ら れる よ う な献立にし ま し た。 行事食は、 ク リ
ス マス など に提供し ま し た。

　 年に2 回（ 6 月・ 1 1 月） の保護者参加日に、 給食提供を行いま し た。 令和6 度はお子さ んのみ
給食提供を行いま し た。

　 月に1 回、 翌月の献立をお知ら せし ま し た。 ま た、 献立の給食のレ シピを自由に参考にし ても
ら える よ う 、 ひま わり 園のラ ウ ンジに掲示し ま し た。

えび、 かに、 ごま 、 卵、 乳除去、 乳・ 小麦除去、 納豆除去

 アレ ルギーの除去食や特別形態食の調理法など､保護者の要望によ り ､個別の相談に応じ ま し た。

　 給食の摂取状況を把握し 、 通園利用児の食事の嗜好や栄養への配慮、 メ ニュ ーの工夫など 、 適
切な給食提供のために、 月１ 回開催し ま し た。

  試食会の時に､保護者の方々に給食に関する アンケート を依頼し ま し た｡結果は、 給食業務の参
考と し ま し た。

39



(4 ) 運営協議会

委員の構成

人数

1 1

2 1

3 1

4 2

5 1

6 2

7 1

8 1

9 2

1 0 1

1 1 1

1 2 1

1 3 2

1 7

①    第1 回運営協議会

②　 第2 回運営協議会

(5 )  苦情解決

・ 日　 時　 　 令和6 年7 月2 4 日（ 水） 1 0 :3 0 ～1 2 :0 0
・ 場　 所　 　 横須賀市療育相談センタ ー4 階 生活訓練室
・ 出席者　 　 1 9 人（ 委員1 3 人、 オブザーバー3 人、 事務局3 人）
・ 内　 容　 　 令和5 年度事業報告
　 　 　 　 　 　 令和6 年度事業計画

委員の所属

横須賀市健康福祉センタ ー代表　

横須賀市児童相談所代表

福祉こ ど も 部代表

保育園関係者（ 公立・ 私立） 　

幼稚園関係者

合計

・ 日　 時　 　 令和7 年2 月1 9 日（ 水） 1 0 :3 0 ～1 2 :0 0
・ 場　 所　 　 横須賀市療育相談センタ ー4 階 生活訓練室
・ 出席者　 　 2 1 人（ 委員1 5 人、 オブザーバー3 人、 事務局3 人）
・ 内　 容　 　 令和6 年度上半期事業報告

　 社会福祉法第8 2 条の規定によ り 、 当センタ ーでは利用者から の苦情に適切に対応する 体制を
と っていま す。
　 当センタ ーにおける 苦情解決責任者、 苦情受付担当者及び第三者委員を下記によ り 設置し てい
ま す。

令和5 年度委員等構成
　 苦情解決責任者　 　 広瀬　 宏之（ 横須賀市療育相談センタ ー所長）
　 苦情受付担当者　 　 瀧澤　 建（ 横須賀市療育相談センタ ー管理課長）
　 第三者委員　 　 前田　 幾代（ 社会福祉法人 海風会　 評議員）
　 第三者委員　 　 後藤　 博行（ 社会福祉法人　 横須賀たんぽぽの郷　 わたげ施設長）

　 療育相談センタ ーの円滑な運営を行う こ と を目的と し 、 横須賀市、 保育・ 教育関係施設、 セン
タ ー利用児保護者、 学識経験者等1 7 人の委員で構成さ れる 運営協議会を平成2 0 年度に設置し ま
し た。
　 令和6 年度は7 月、 2 月の年2 回開催し ま し た。 主な内容と し て、 療育相談センタ ー令和5 年度
の事業報告及び令和6 年度の事業計画等についての報告を行いま し た。

地域代表

センタ ー苦情解決・ 第三者委員

センタ ー所長、 園長

センタ ー児童発達支援センタ ー 通園児保護者代表（ 福祉型・ 医療型）

センタ ー診療所外来利用児保護者代表　

障害者施策検討連絡会代表

学識経験者

教育委員会代表
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(6 )管理部門研修参加

参加人数

1 5

2 1 2

3 2社会福祉法人会計の実務　 月次編

研修名

社会福祉法人青い鳥　 栄養士専門部会（ 計5 7 回）

社会福祉法人青い鳥　 管理職研修「 人事考課制度」 他（ 計3 回）
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５ ． その他 

（ １ ） 学会発表、 講演、 論文 

①学会・ シンポジウム 

広瀬宏之 ADHD 薬物療法のコツ 第 6 6 回日本小児神経学会学術集会ランチョ ン・ セミ ナー 名古屋 令

和６ 年6 月1 日 

 

広瀬宏之 発達支援あれこれ～これからの支援と 現場でのコツ 日本小児精神神経学会 第3 5 回研修セミ ナ

ー つく ば 令和６ 年6 月2 2 日 

 

広瀬宏之 笑顔を目指す発達支援 これからの支援の在り 方について 日本発達系作業療法学会 第 1 3 回学

術大会 基調講演 東京 令和7 年3 月1 5 日 

 

②講演（ 横須賀市内のみ）  

広瀬宏之 発達障害の理解と 対応のコツ 横須賀市保育会保育運営研修 横須賀市 令和6 年6 月2 7 日 

 

広瀬宏之 医療機関と の連携  令和5 年度 国立特別支援教育総合研究所 第1 期 特別支援教育専門研修 

令和６ 年7 月1 1 日 

 

広瀬宏之 発達障害の理解と 支援のコツ 横須賀市発達支援コーディ ネーター研修 横須賀 令和６ 年 9 月

1 8 日 

 

③論文・ 著作 

広瀬宏之 学会の役割と 使い方 小児の精神と 神経6 4 (1 ):6 9 -7 1 , 令和６ 年. 

 

広瀬宏之 自閉スペク ト ラム症 最新ガイド ラ イン準拠小児科診断・ 治療指針 改訂第三版（ 加藤元博編）

p.8 9 9 -9 0 3  中山書店、 令和６ 年 

 

広瀬宏之 発達支援あれこ れ～こ れからの支援と 現場でのコツ 小児の精神と 神経 6 4 (3 ):2 1 5 -2 2 2 , 令和

６ 年. 

 

広瀬宏之 神経疾患・ 精神疾患・ 障害がある子どもへの対応 改訂１ 版 最新保育士養成講座第７ 巻 子ども

の健康と 安全（『 最新 保育士養成講座』 統括編纂委員会編）  p9 9 -1 0 3 , p1 8 9 -1 9 3  全国社会福祉協議会

出版部、 令和６ 年 
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(2 )     所内研修  

①横須賀市療育相談センタ ー職員全体研修  

令和6 年度職員全体研修を 実施し 職員全体のス キルアッ プを 図り ま し た。

表5 -1   

実施日 研修内容 講　 師（ 敬称略） 実施場所 受講者数

横須賀市療育相談ｾﾝﾀー

所長　 広瀬　 宏之

神奈川ボッ チャ 協会

川崎　 妙子

岡山大学大学院保健学研究科

教授 中塚　 幹也

Ha koso u d a n

管理栄養士 藤井　 葉子

受講者合計 1 9 0

1 1 月1 9 日 「 子ど も のLGBTの支援について」 横須賀市療育相談ｾﾝﾀｰ 4 6

2 月1 8 日 横須賀市療育相談ｾﾝﾀｰ 4 9「 子ど も の偏食の対応について」

5 月2 1 日
「 横須賀市療育相談セン タ ーのこ れから の
支援の方向性（ ＆虐待防止研修） 」

横須賀市療育相談ｾﾝﾀｰ 5 7

7 月1 6 日
「 障害者ス ポ ーツ の理解と ボ ッ チャ の 体
験」

横須賀市療育相談ｾﾝﾀｰ 3 8
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（ ３ ） 視察・ 見学者等の受入れ状況

　 他都市及び関係機関から の依頼によ り 視察・ 見学者等を 受入れ、 施設の

案内、 業務の説明等を 行いま し た（ 表5 -3 ）

表５ -３

受入日 受入先

1 5 /8 市立看護専門学校実習生 4

2 5 /9 市立看護専門学校実習生 4

3 5 /2 8 市立看護専門学校実習生 4

4 5 /2 9 市立看護専門学校実習生 4

5 6 /1 7 言語聴覚士実習生（ 武蔵野大学） 1

6 6 /1 8 市立看護専門学校実習生 4

7 6 /1 9 市立看護専門学校実習生 4

8 7 /9 横浜市中部地域療育センタ ー理学療法士見学 1

9 7 /1 7 自衛隊病院研修医見学 2

1 0 7 /2 3 市内相談支援事業所職員見学 2 5

1 1 8 /2 ひま わり 園見学会 4 7

1 2 8 /8 鎌倉女子大学学生見学 4

1 3 8 /2 6 鎌倉女子大学短期大学部実習生 2

1 4 8 /2 8 鎌倉女子大学短期大学部実習生 2

1 5 9 /3 市立看護専門学校実習生 4

1 6 9 /4 市立看護専門学校実習生 4

1 7 9 /4 自衛隊病院研修医見学 2

1 8 9 /4 鎌倉女子大学学生見学 5

1 9 9 /5 鎌倉女子大学学生見学 2

2 0 9 /1 7 東洋英和女学院大学実習生 1

2 1 1 0 /1 1 川崎西部地域療育センタ ー職員見学 2

2 2 1 0 /1 6 自衛隊病院研修医見学 2

2 3 1 0 /1 6 横浜中部地域療育センタ ー職員見学 1

2 4 1 0 /1 6 横須賀市立看護専門学校実習生 4

2 5 1 0 /1 7 横須賀市立看護専門学校実習生 4

2 6 1 0 /2 1  洗足こ ども 短期大学実習生 1

2 7 1 0 /2 1 洗足こ ども 短期大学学生実習 1

2 8 1 1 /6 横須賀市立看護専門学校実習生 4

2 9 1 1 /8 横須賀市立看護専門学校実習生 4

3 0 1 1 /2 7 自衛隊病院研修医 2

3 1 1 2 /4 施設間交流研修 1

3 2 1 2 /9 跡見学園女子大学学生見学 1

3 3 1 2 /1 0  放課後等デイ サービス  sora 職員見学 2

3 4 1 /1 5 自衛隊病院研修医見学 2

3 5 1 /2 0 施設間交流研修 1

受入人数

受入れ延べ件数(件)　  　 　 　 7 1

視察･見学者延べ人数(人)　 2 3 9
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受入日 受入先 受入人数

3 6 1 /2 4 ソ ーシャ ルワ ーカー専門部会見学 7

3 7 1 /2 4 大塚台小学校引継ぎ来所 2

3 8 1 /2 7 粟田小学校引継ぎ来所 1

3 9 1 /3 0 神奈川衛生学園専門学校実習 5

4 0 2 /6 神奈川衛生学園専門学校実習 4

4 1 2 /1 2 田戸小学校引継ぎ来所 1

4 2 2 /1 3 豊島小学校引継ぎ来所 1

4 3 2 /1 3 神奈川衛生学園専門学校実習 5

4 4 2 /1 4 神奈川衛生学園専門学校実習 4

4 5 2 /1 4 大楠小学校引継ぎ来所 1

4 6 2 /1 7 高坂小学校引継ぎ来所 2

4 7 2 /1 7 長井小学校引き 継ぎ来所 1

4 8 2 /1 9 逸見小学校引継ぎ来所 2

4 9 2 /2 0 夏島小学校引継ぎ来所 1

5 0 2 /2 0 神奈川衛生学園専門学校実習 4

5 1 2 /2 1 浦郷小学校引継ぎ来所 1

5 2 2 /2 5 施設見学（ 障害福祉業界を学ぶし ごと 体験プロ グラ ム） 1

5 3 2 /2 6 施設見学（ 障害福祉業界を学ぶし ごと 体験プロ グラ ム） 4

5 4 2 /2 6 自衛隊病院研修医見学 2

5 5 2 /2 6 諏訪小学校引継ぎ来所 1

5 6 2 /2 6 津久井小学校引継ぎ来所 1

5 7 2 /2 7 施設見学（ 障害福祉業界を学ぶし ごと 体験プロ グラ ム） 5

5 8 2 /2 8 施設見学（ 障害福祉業界を学ぶし ごと 体験プロ グラ ム） 5

5 9 2 /2 8 城北小学校引継ぎ来所 1

6 0 3 /5 通園公郷小学校引継ぎ受け入れ 2

6 1 3 /6 通園野比東小引継ぎ 1

6 2 3 /6 通園長浦小学校引継ぎ 1

6 3 3 /7 通園いずみ武山支援学校引継ぎ受け入れ 2

6 4 3 /1 0 通園そら ・ つばさ 武山支援学校引き 継ぎ受け入れ 2

6 5 3 /1 0 通園久里浜特別支援学校引継ぎ受け入れ 1

6 6 3 /1 1 通園船越小学校引継ぎ 3

6 7 3 /1 1 通園そら ・ つばさ 山崎小学校引継ぎ受け入れ 1

6 8 3 /1 1 通園ほし 市立聾学校引継ぎ受け入れ 2

6 9 3 /1 2 通園つばさ 神明小学校引継ぎ受け入れ 1

7 0 3 /1 2 通園いずみ・ つき 根岸小学校引継ぎ受け入れ 1

7 1 3 /1 3 通園鴨居小学校引継ぎ 2
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（ ◇は旧青い鳥法人関連の事項）

9 月 財団法人「 子ど も たちの未来をひら く 父母の会」 （ サリ ド マイ ド 児の親の団体）
から の寄付金を基本財産と し て、 心身障害児の早期発見、 早期療育およ び社会啓
発を事業目的と する 財団法人「 神奈川県児童医療福祉財団」 を設立。

理事長村山午朔（ 元神奈川県衛生部長） 、 専務理事飯田進。

1 月 初代理事長村山午朔逝去。

2 月 飯田進理事長就任。

6 月 県・ 横浜市から の建設費補助等によ り 、 横浜市磯子区汐見台に、 財団第一期事業
と し て、 当時の児童福祉法上、 認めら れていなかった就学前障害児のための無認
可通園施設「 青い鳥愛児園」 を開設。

昭和4 3 年
(1 9 6 8 年)

6 月 県・ 横浜市・ 日本自転車振興会等の建設費補助によ り 、 横浜市神奈川区西神奈川
に、 財団第二期事業と し て全国の親の会等諸団体の要望の強かった障害児の療育
機関「 小児療育相談センタ ー」 を開設。 和泉成之博士（ 元長崎大学学長） 初代所
長に就任。 「 青い鳥診療所」 「 精神衛生相談室(現「 心理相談室」 ） 」 「 福祉相談
室」 同時にス タ ート 。

「 心身障害児巡回等相談事業」 開始（ 県民生部委託事業） 。 県域幼稚園・ 保育園
（ 全体7 0 0 園の約1 4 ％） から の要請によ り １ 園あたり 年2 ～3 回、 ソ ーシャ ル
ワ ーカーによ る 巡回相談を実施し 、 保育現場と と も に障害児統合保育実践を推
進。

小児療育相談センタ ー内に「 検診事業部」 を設置し 、 県域の幼児（ 5 歳児） を対象
と する 「 小児心臓疾患巡回検診事業」 開始（ 県衛生部委託事業） 。

昭和4 4 年
(1 9 6 9 年)

9 月 3 歳児健康診査の未受診児を対象と する 「 幼児巡回健康診査事業」 開始（ 県衛生部
委託事業、 3 歳児健診シス テム変更のため昭和5 1 年で終了） 。

昭和4 5 年
(1 9 7 0 年)

5 月 幼児（ 5 歳児、 のち4 歳児に年齢変更） を対象と する 「 視聴覚異常児発見事業」 開
始（ 県衛生部委託事業） 。 併せて小児療育相談センタ ー内で要精密検査児を対象
と し た眼科・ 耳鼻科の診療（ 週1 回） を開始。

昭和4 6 年
(1 9 7 1 年)

4 月 小児療育相談センタ ー内に「 調査研究室」 を設置。 厚生省委託研究その他の調査
研究にあたる 。

4 月 養護学校の全国的な整備に伴い、 「 青い鳥愛児園」 が児童福祉法上の精神薄弱児
通園施設と し て認可さ れる 。

1 0 月 電機連合神奈川地方協議会内に障害福祉委員会が設置さ れる 。 財団よ り ソ ーシャ
ルワ ーカー出向、 組合内の障害児をも つ家族、 障害者組合員の相談と 組合員相互
扶助活動の推進を担当（ 平成6 年の社会福祉法人「 電機神奈川福祉センタ ー」 発足
ま で継続） 。

昭和4 8 年
(1 9 7 3 年)

4 月 診療相談部門に新たに「 地域対策室」 を設置。 従来の巡回相談事業のほかに、 成
人障害者の就労援助活動の強化にあたる 。

昭和4 9 年
(1 9 7 4 年)

4 月 横浜市における 「 視聴覚検診事業」 開始（ 市衛生局委託事業） 。 検診数約
4 0 ,0 0 0 人。

8 月 「 小児療育相談センタ ー」 所長和泉成之博士逝去。

1 2 月 療育指導誌「 育つ」 発行（ 年4 冊発行、 平成2 年ま で6 0 冊で終了） 。

昭和5 1 年
(1 9 7 6 年)

1 月 佐々木正美医師（ 児童精神科医） 、 小児療育相談センタ ー所長に就任。

社会福祉法人 青い鳥 の沿革

昭和4 1 年
(1 9 6 6 年)

昭和4 2 年
(1 9 6 7 年)

昭和4 7 年
(1 9 7 2 年)

昭和5 0 年
(1 9 7 5 年)
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昭和5 2 年
(1 9 7 7 年)

1 0 月 療育情報誌「 かざぐ る ま 」 発刊（ 県福祉部委託・ 隔月刊、 年6 回・ 2 ,8 0 0 部） 。

昭和5 3 年
(1 9 7 8 年)

4 月 川崎市親の会「 川崎ひま わり 父母の会」 へソ ーシャ ルワ ーカー出向（ 昭和5 6 年ま
で） 。 親・ 市民ボラ ンティ ア・ 専門家、 3 者の連携によ る 障害幼児コ ミ ュ ニティ ケ
ア活動の試行開始。

昭和5 5 年
(1 9 8 0 年)

4 月 心臓検診事業が県直轄地域の対象数の9 3 ％を把握。 検診数約4 1 ,0 0 0 人。

昭和5 6 年
(1 9 8 1 年)

4 月 「 神奈川県地域療育シス テム推進事業（ 市町村コ ーディ ネータ ー養成事業） 」 受
託。 障害児と その家族の地域生活支援に携わる 市町村関係者と の共同研究およ び
人材養成を開始（ 平成4 年ま で） 。

4 月 学校保健法の一部改正に伴い、 学童の心臓検診に着手。

5 月 診療相談部門に「 学習指導室」 を設置。 主に自閉症児の指導訓練にあたる 。

1 0 月 川崎市内の県労働教育福祉センタ ー内に、 成人障害者の就労・ 社会自立のための
「 障害者生活援助センタ ー」 を開設。

昭和5 8 年
(1 9 8 3 年)

1 2 月 社会福祉法人「 青い鳥」 を設立（ 理事長飯田進兼任） 。 青い鳥愛児園の経営を財
団よ り 分離、 同法人に移管。

昭和5 9 年
(1 9 8 4 年)

8 月 児童の健全育成を目的と し た「 子ども の心を育てる ために」 第1 回研修会を開催
（ 以後、 年1 ～2 回開催。 平成8 年の第2 5 回で終了） 。

4 月 「 横浜市保育所障害児巡回相談事業」 （ 横浜市委託） 開始。 障害児統合保育推進
のため年2 回を原則と し て希望園を巡回（ 平成1 5 年1 0 月の「 東部地域療育セン
タ ー」 開設ま で継続） 。

5 月 子育てのための通信講座「 ま いんど」 発刊（ 隔月発行） 。

7 月 小児療育相談センタ ー検診事業部門の眼科診療を週1 回から 週3 回に拡充。

8 月 ◇ 横浜市の「 障害児地域総合通園施設構想」 にも と づく 第一号施設「 横浜市南部地
域療育センタ ー」 が開設さ れ、 社会福祉法人「 青い鳥」 が運営を受託。 初代所長
佐々木正美医師。 青い鳥愛児園は発展的に解消し 、 同施設内に吸収合併（ 旧青い
鳥愛児園施設は障害者地域作業所等が利用） 。

昭和6 1 年
(1 9 8 6 年)

4 月 川崎市における 「 視聴覚検診事業」 開始。 検診数約1 0 ,8 0 0 人。

3 月 医師、 研究者等の協力によ り 、 療育指導誌「 療育技法マニュ アル」 発刊（ 県福祉
部委託・ 以後各年1 集発行） 。

4 月 「 子育て事業室」 を新設、 機関紙「 ま いんど」 の充実と 子育てアド バイ ザーの養
成に着手。

3 月 ◇ 社福「 青い鳥」 理事長に田中信夫就任。

4 月 横須賀市における 「 視聴覚検診事業」 開始。 検診数約3 ,8 0 0 人（ 県下全域の検診
数約8 0 ,0 0 0 人） 。

1 1 月 横浜市自閉症児親の会が社会福祉法人「 横浜やま びこ の里」 を設立。 法人の施設
開設準備に小児療育相談センタ ーが人的・ 物的（ 会議室提供等） の支援・ 協力を
行った。 翌年7 月、 通所施設「 東やま た工房」 が開所し 、 施設長に元財団職員が就
任。

4 月 川崎市川崎区において独自に実施し ていた障害者就労援助活動に対し 、 県およ び
川崎市の補助金交付によ る 「 障害者地域就労援助センタ ー」 と し て正式発足
（ 「 障害者生活援助センタ ー」 と 呼称、 現「 川崎南部就労援助センタ ー」 ） 。

同時に、 県およ び横浜市によ る 補助金交付が確定し 、 横浜市神奈川区に「 地域就
労援助センタ ー」 発足（ 市内第一館目、 現「 横浜東部就労支援センタ ー」 ） 。

昭和6 0 年
(1 9 8 5 年)

昭和6 2 年
(1 9 8 7 年)

平成元年
(1 9 8 9 年)

平成3 年
(1 9 9 1 年)

昭和5 7 年
(1 9 8 2 年)
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「 地域就労援助センタ ー推進事業」 （ 県委託） を開始。 県内就労援助関係者に就
労援助技術を提供する 研修を実施（ 平成1 0 年ま で、 延べ8 0 0 人が受講） 。

1 0 月 「 自閉症児・ 者治療教育プロ グラ ム指導者養成講座」 開催。 米国ノ ース カロ ラ イ
ナ大学TEACCH部職員を招聘し 、 県内の自閉症児者の療育や援助に関わる 現任者
訓練（ 4 泊5 日） と 講演会を実施。 翌年よ り フォ ロ ーアッ プセミ ナーと し て研修会
を毎年開催（ 平成1 3 年ま で） 。

◇ 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 所長に金野公一医師就任。

平成4 年
(1 9 9 2 年)

4 月 企業の人事担当者、 養護学校進路指導担当教諭等によ る 「 障害者雇用シス テム研
究会」 （ 会員約4 0 名） をス タ ート 。 障害者の雇用拡大を目的に、 特例子会社設立
援助等、 企業支援に向けた月例の勉強会や企業向け啓発セミ ナーなどを開催（ 平
成1 4 年ま で） 。

平成5 年
(1 9 9 3 年)

4 月 「 地域育児センタ ー機能強化推進事業」 が県と 市町村の共同事業と し て本格ス
タ ート 。 平塚市、 藤沢市、 小田原市、 茅ヶ 崎市、 寒川町の4 市1 町で実施(翌年よ り
伊勢原市が加わり 、 5 市1 町に） 。

1 1 月 特別シンポジウ ム「 知的障害者の就労援助」 を開催（ パシフ ィ コ 横浜、 参加者：
全国の福祉施設・ 教育訓練機関・ 行政関係者等約5 0 0 人） 。 横浜・ 川崎で始ま っ
た「 障害者地域就労援助センタ ー」 の活動や全国の先進的実践について紹介・ 意
見交換等。

平成6 年
(1 9 9 4 年)

1 0 月 障害者の療育及び児童の健全育成等について幅広く 事業が展開でき る よ う 財団寄
付行為の一部変更を行った（ 1 0 月7 日付認可） 。

平成7 年
(1 9 9 5 年)

4 月 通信講座「 ま いんど」 を「 ブッ ク レ ッ ト ま いんど」 に改編（ 年8 冊発行、 平成1 6
年度ま で8 0 冊で終了） 。

9 月 「 小児療育相談センタ ー」 所長に平田一成医師就任。

平成8 年
(1 9 9 6 年)

3 月 学校保健法施行規則の一部改正に伴い、 小・ 中・ 高の就学・ 進学段階で心電図検
査を実施する こ と になり 、 「 県域5 歳児心臓検診事業」 およ び「 学童心臓検診事
業」 が終了。

1 0 月 ◇ 社福「 青い鳥」 が「 横浜市中部地域療育センタ ー」 およ び「 横浜市清水ケ丘地域
ケアプラ ザ」 運営受託。 中部地域療育センタ ー初代所長に金野公一医師就任。

4 月 「 地域育児センタ ー機能強化推進事業」 が国の補助事業の導入によ って「 子育て
支援センタ ー事業」 に発展、 活動拠点の整備と 人的体制を充実。

3 歳児健康診査にも と づく 視聴覚検診を県域2 5 市町と 横須賀市で開始（ 母子保健
法施行規則の一部改正に伴い、 県域4 歳児検診が廃止になり 、 3 歳児視聴覚検診に
移行） 。

◇ 「 横浜市中部地域療育センタ ー」 所長に山崎扶佐江医師就任。

4 月 「 市町村ガイ ド ヘルパー研修事業」 （ 県委託） を開始(1 1 年ま で2 年間） 。 その準
備と し て県手をつなぐ 親の会と の共同調査「 ガイ ド ヘルプニーズ調査」 を実施。

財団と 社福「 青い鳥」 の共催によ り 「 療育再考セミ ナー」 を開催（ かながわ労働
プラ ザ） 。 全国各地から 療育に携わる 第一線のリ ーダー3 9 人が集ま り 、 "知的障害
児の療育と はなにか"について討議。

◇ 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 に在宅介護支援センタ ー開設。

4 月 「 ファ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー事業」 （ 厚生労働省補助事業） を小田原市よ
り 委託を受けて開始。

9 月 ◇ 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 が神奈川県よ り 居宅サービス 事業者（ 通所介
護） の指定を受ける 。

「 療育再考セミ ナーⅡ」 開催（ かながわ労働プラ ザ） 。 前年に引き 続き 全国の療
育関係者が、 求めら れる 視点、 技術、 生涯にわたる シス テム論等を討議。

1 0 月

平成1 1 年
(1 9 9 9 年)

平成9 年
(1 9 9 7 年)

平成1 0 年
(1 9 9 8 年)
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4 月 ◇ 介護保険法施行によ り 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 が居宅介護支援事業お
よ び通所介護支援事業を開始。

1 0 月 心身障害児の早期発見、 早期療育などの総合的な小児療育事業の貢献に対し て
「 第5 2 回保健文化賞（ 第一生命保険相互会社主催） 」 を受賞。

3 月 ◇ 社福「 青い鳥」 理事長に飯田進就任。

4 月 ◇ 地域療育センタ ー機能を拡充し 、 専門ス タ ッ フ の配置によ って、 就学後の継続的
フ ォ ロ ーと 新たに問題が顕在化し た児童の個別相談・ 支援を行う 「 横浜市学齢障
害児支援事業(学齢前期） 」 開始（ 横浜市福祉局委託事業） 。 実施機関： 各地域療
育センタ ー及びリ ハビリ テーショ ンセンタ ー。

発達障害などの障害児の思春期（ 中学校期以降） に生ずる 不適応、 自傷、 不登校
等の問題行動に対処する ため、 本人、 家族への個別相談・ 支援を行う 「 横浜市学
齢障害児支援事業（ 学齢後期） 」 開始（ 横浜市福祉局委託事業） 。 実施機関： 小
児療育相談センタ ー。

平成1 4 年
(2 0 0 2 年)

4 月 「 精神保健及び精神障害者福祉に開する 法律」 （ 平成1 2 年4 月） にも と づく 精神
障害者の日常生活支援のための施設「 横浜市港南区生活支援センタ ー」 を財団が
運営受託（ 横浜市衛生局委託事業） 。

◇ 「 横浜市中部地域療育センタ ー」 所長に田野稔郎医師就任。

1 0 月 ◇ 「 横浜市中部地域療育センタ ー」 所長に原仁医師就任。

4 月 ◇ 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 所長に飯田美紀医師就任。

9 月 ◇ 社福「 青い鳥」 が「 横浜市東部地域療育センタ ー」 の運営を受託。 所長に日原信
彦医師就任。

平成1 6 年
(2 0 0 4 年)

7 月 ◇ 社福「 青い鳥」 が横浜市よ り 指定管理者と し て指定を受け、 ３ 地域療育センタ ー
施設を引続き 運営。

平成1 7 年
(2 0 0 5 年)

9 月 病児・ 緊急預り 支援の「 緊急サポート ネッ ト ワ ーク 事業」 （ 厚生労働省委託事
業） を受託（ 平成2 1 年3 月、 国の方針によ り 終了） 。

平成1 8 年
(2 0 0 6 年)

4 月 「 小児療育相談センタ ー」 所長に田野稔郎医師就任。

「 鎌倉市子育て支援センタ ー」 が鎌倉市よ り 指定管理者の指定を受ける （ 平成1 8
～2 0 年度） 。

◇ 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 が横浜市よ り 指定管理者の指定を受ける （ 平
成1 8 ～2 2 年度） 。

◇ 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 が地域包括支援センタ ー事業を開始。

1 0 月 財団設立4 0 周年・ 社福「 青い鳥」 設立2 0 周年記念事業と し て記念シンポジウ ム
「 早期発見・ 早期療育のあゆみと 展望～地域療育の今後を考える ～」 を開催、 記
念誌を刊行。

3 月 診療相談部心理・ 言語相談室の言語部門と 検診事業部内の耳鼻科を閉鎖。

6 月 新設の「 横須賀市療育相談センタ ー」 が横須賀市よ り 指定管理者の指定を受け
る 。

1 2 月 川崎市の民設民営施設「 （ 仮称） 川崎市西部地域療育センタ ー」 整備・ 運営事業
者に決定。

1 月 「 川崎市発達相談支援センタ ー」 を開設（ 川崎区砂子、 川崎市委託事業） 。

3 月 社会福祉法人と し て法人格変更を行う ため、 財団法人神奈川県児童医療福祉財団
を解散。

4 月 社会福祉法人「 新生会」 と し て発足。

「 横須賀市療育相談センタ ー」 を開設（ 横須賀市小川町はぐ く みかん内） 。 所長
に広瀬宏之医師就任。

平成2 0 年
(2 0 0 8 年)

平成1 2 年
(2 0 0 0 年)

平成1 3 年
(2 0 0 1 年)

平成1 5 年
(2 0 0 3 年)

平成1 9 年
(2 0 0 7 年)
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検診事業部内の眼科を「 小児眼科部」 と し て診療部門を強化。

6 月 ◇ 引続き ３ 地域療育センタ ーの指定管理者（ 平成2 1 ～2 5 年度） に決定。

1 1 月 横浜市地域子育て支援拠点事業「 鶴見区地域子育て支援拠点」 の公募によ り 、 運
営受託決定。

平成2 1 年
(2 0 0 9 年)

3 月 「 鶴見区地域子育て支援拠点“ わっく んひろば” 」 開所（ 鶴見区豊岡町） 。

4 月 「 鎌倉市子育て支援センタ ー」 が引続き 指定管理者の指定を受ける （ 平成2 1 ～
2 3 年度） 。

6 月 横浜市地域子育て支援拠点事業「 磯子区地域子育て支援拠点」 公募によ る 運営受
託決定。

1 2 月 青い鳥会館（ 旧青い鳥愛児園施設） の建替え工事着工。

1 月 「 磯子区地域子育て支援拠点“ いそピヨ ” 」 開所（ J R磯子駅前の複合ビル内） 。

3 月 青い鳥会館 竣工。 障害者地域作業所「 いそご青い鳥」 「 青い鳥第二作業所」 と し
て、 NPO法人アイ ・ アム に貸与。

4 月 「 川崎西部地域療育センタ ー」 を開設（ 宮前区平） 。 所長に田野稔郎医師就任。

「 小児療育相談センタ ー」 所長に飯田美紀医師就任。

発達障害児・ 者の支援強化のため、 小児療育相談センタ ー内に「 発達障害等支援
対策室」 を設置。

◇ 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 所長に佐々木寧子医師就任。

◇ 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 が児童デイ サービス 事業 「 はら っぱ」 を開始
（ 磯子区中原） 。

9 月 引続き ｢横浜市港南区生活支援センタ ー｣の指定管理者(平成2 3 ～3 2 年度)に決定。

4 月 ◇ 「 横浜市東部地域療育センタ ー」 所長に大屋彰利医師就任。

◇ 「 横浜市東部地域療育センタ ー」 が児童デイ サービス 事業「 パレ ッ ト 」 を開始
（ 鶴見区鶴見中央） 。

◇ 「 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザ」 が引続き 指定管理者の指定を受ける （ 平成2 3
～2 7 年度） 。

5 月 法人経営基盤の強化・ 効率性や本部機能の強化によ る 療育事業等の安定的運営に
向けて、 「 新生会」 が存続法人と なり 社会福祉法人「 青い鳥」 を吸収合併する 提
案が理事会・ 評議員会において承認。

8 月 「 発達障害児者支援フ ォ ーラ ム in  横浜～学齢期・ 思春期の本人、 家族に必要な支
援を考える ～」 を開催（ 関内ホール 大ホール、 参加者： 療育、 福祉、 学校等関係
者約1 ,0 0 0 人） 。

9 月 臨時理事会・ 評議員会において「 新生会」 と 「 青い鳥」 の合併契約書等、 合併認
可申請書が承認。

1 2 月 「 新生会」 と 「 青い鳥」 と の合併が認可さ れる （ 法人名は「 青い鳥」 ） 。

「 磯子区地域子育て支援拠点“ いそピヨ ” 」 が「 磯子区子育てサポート シス テム
事業」 を開始。

4 月 合併後の新法人の経営管理と 事業部門の機動的推進を行う ため､法人本部機能を強
化し ､組織を再編し て社会福祉法人｢青い鳥｣がス タ ート 。 飯田美紀理事長就任。

「 鎌倉市子育て支援センタ ー」 が引続き 指定管理者の指定を受ける （ 平成2 4 ～
2 8 年度） 。

「 横浜市中部地域療育センタ ー」 が児童発達支援事業所「 フ ルール」 （ 旧児童デ
イ サービス 事業） を開設（ 中区山吹町） 。

平成2 2 年
(2 0 1 0 年)

平成2 3 年
(2 0 1 1 年)

平成2 4 年
(2 0 1 2 年)
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児童福祉法の改正に伴い「 川崎西部地域療育センタ ー」 は、 多機能型児童発達事
業所（ 「 福祉型児童発達支援センタ ー」 と 「 医療型児童発達支援センタ ー」 の併
設） と 、 短時間療育の「 児童発達支援事業所」 、 地域支援部門は「 障害児相談支
援事業所」 「 保育所等訪問支援事業所」 と し て、 指定を受け業務を開始。

1 0 月 「 鶴見区地域子育て支援拠点“ わっく んひろば” 」 で「 鶴見区子育てサポート シ
ス テム事業」 を開始。

1 2 月 「 鶴見区地域子育て支援拠点」 がプロ ポーザルを経て引続き 5 年間の受託決定（ 平
成2 5 ～2 9 年度） 。

平成2 5 年
(2 0 1 3 年)

2 月 「 川崎市発達障害地域活動支援センタ ー」 運営についてのプロ ポーザル公募に参
加し 、 受託が決定。

3 月 昭和5 2 年発刊の療育情報誌「 かざぐ る ま 」 （ 神奈川県委託事業） が県の委託終了
に伴い、 2 1 3 号で終了。

4 月 「 川崎西部地域療育センタ ー」 所長に柴田光規医師就任。

「 川崎市発達障害地域活動支援センタ ー」 開設準備室を設置。

児童福祉法の改正に伴い、 新たに指定を受けて次の事業を開始し た。

・ 横浜市3 地域療育センタ ー「 福祉型児童発達支援センタ ー」 「 医療型児童発達支
援センタ ー」 「 障害児相談支援事業」 「 保育所等訪問支援事業」

・ 横浜市東部地域療育センタ ー児童発達支援事業所「 パレ ッ ト 」

・ 横浜市南部地域療育センタ ー児童発達支援事業所「 はら っぱ」

・ 横浜市港南区生活支援センタ ー「 地域相談支援事業」 「 計画相談支援事業」

・ 横須賀市療育相談センタ ー「 障害児相談支援事業」 「 計画相談支援事業」

1 0 月
「 川崎市発達障害地域活動支援センタ ー ゆり の木」 開所（ 麻生区上麻生） 。

「 横浜市東部・ 中部・ 南部地域療育センタ ー」 の平成2 6 年度から 5 年間の
次期指定管理者と し て、 選定委員会の審査を経て選定さ れた。

3 月 小児療育相談センタ ー開設時（ 昭和4 3 年） から 続いた「 在宅心身障害児検診
相談事業」 (神奈川県委託事業） が終了。

4 月 「 横浜市中部地域療育センタ ー」 所長に高木一江医師就任。

小児療育相談センタ ー小児眼科部において「 視覚認知検査・ ト レ ーニング
モデル事業」 を開始。

「 開成町ファ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー」 開設準備室を設置。

9 月 「 開成町ファ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー」 開所。

1 2 月 「 磯子区地域子育て支援拠点」 がプロ ポーザルを経て引き 続き 5 年間の受託決定
（ 平成2 7 年～3 1 年度） 。

平成2 7 年
(2 0 1 5 年)

1 月 「 第2 回 発達障害者支援フォ ーラ ム in  横浜～ラ イ フス テージに応じ た発達障害者
支援をめざし て～」 を開催（ 横浜市教育会館ホール、 参加者： 療育、 福祉、 学校
関係者約4 4 0 人） 。

4 月 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 所長に井上祐紀医師就任。

9 月 小児療育相談センタ ーの長寿命化に向けた改修工事完了（ 第1 期： 平成2 3 年度～
第5 期： 平成2 7 年度）

平成2 6 年
(2 0 1 4 年)

平成2 6 年
(2 0 1 4 年)
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1 0 月 「 秦野市子育て支援センタ ーぽけっと 2 1 にし 」 開所。

1 2 月 「 茅ヶ 崎市香川駅前子育て支援センタ ー」 開所。

横須賀市療育相談センタ ーは、 平成2 8 年4 月1 日よ り 8 年間の指定管理事業者と し
て選定・ 承認。

3 月 横浜市清水ケ丘地域ケアプラ ザは、 平成2 8 年3 月3 1 日をも って事業撤退。

8 月 5 0 周年記念展覧会「 ひろげよ う 　 ぼく のつばさ 　 わたし のつばさ 展2 0 1 6 」

9 月 法人設立5 0 周年記念式典

1 0 月 名誉顧問　 飯田進　 逝去

「 鎌倉市子育て支援センタ ー」 がプロ ポーザルを経て引き 続き 5 年間の受託決定
（ 平成2 8 年～3 3 年度） 。

平成2 9 年
(2 0 1 7 年)

1 月 「 開成町地域子育て支援拠点（ 子育て支援センタ ー、 ファ ミ リ ー・ サポート ・ セ
ンタ ー併設） 」 がプロ ポーザルを経て引き 続き 3 年間の受託決定（ 平成2 9 年～3 1
年度） 。

2 月 「 第3 回 発達障害者支援フォ ーラ ム 各ラ イ フ ス テージで大切なこ と ～発達障害者
の就労に向けての支援～」 を開催（ 新都市ホール、 参加者： 療育、 福祉、 学校関
係者約6 0 0 人） 。

「 秦野市つどいの広場・ ぽけっと 2 1 ミ ラ イ エ」 開所。

3 月 「 鶴見区地域子育て支援拠点わっく んひろば　 サテラ イ ト 」 開所。

5 0 周年記念誌を発行。

6 月 「 横浜市東部地域療育センタ ー」 が「 相談ルーム　 いろは」 を開所（ 鶴見区鶴見
中央） 。

1 2 月 「 鶴見区地域子育て支援拠点わっく んひろば」 がプロ ポーザルを経て引き 続き 5 年
間の受託決定（ 平成3 0 年～3 4 年）

1 月 横浜市東部地域療育センタ ー「 相談ルーム いろは」 が新たに指定を受けて「 障害
児相談支援事業」 を開始。

4 月 「 横浜市東部地域療育センタ ー」 所長に有賀道生医師就任。

2 月 横浜市港南区生活支援センタ ーが新たに指定を受けて「 自立生活援助事業」 を開
始。

「 横浜市東部・ 中部・ 南部地域療育センタ ー」 の平成3 1 年度から ５ 年間の次期指
定管理者と し て、 選定委員会の審査、 横浜市会の議決を経て指定さ れた。

「 第4 回 発達障害者支援フォ ーラ ム 地域で育ち、 地域で暮ら す発達障害児・ 者へ
の支援～家族に寄り 添い、 地域と のつながり 、 社会へはばたけ！～」 を開催（ 関
内ホール、 参加者： 療育、 福祉、 学校関係者約4 5 4 人） 。

3 月 事業計画と 財務計画が一体と なった第一期中期経営計画（ 2 0 1 9 ～2 0 2 3 年度）
策定。

９ 月 横浜市の視聴覚健診事業の対象年齢を４ 歳から 3 歳に引き 下げて検査を実施。

１ ０ 月 「 座間市子育て支援センタ ー」 が新たにプロ ポーザル方式と なり ５ 年間の受託決
定（ 令和２ ～６ 年度） 。

１ １ 月 「 磯子区地域子育て支援拠点」 がプロ ポーザルを経て引き 続き ５ 年間の受託決定
（ 令和２ ～６ 年度） 。

令和元年
(2 0 1 9 年)

１ １ 月 横浜東部就労支援センタ ーが神奈川区神奈川に移転

１ ２ 月 「 開成町地域子育て支援拠点（ 子育て支援センタ ー､ファ ミ リ ー･サポート ･セン
タ ー併設)」 がプロ ポーザルを経て引き 続き ３ 年間の受託決定(令和２ ～４ 年度)。

４ 月 「 横浜市南部地域療育センタ ー」 所長に礒﨑仁太郎医師就任。

「 横浜市東部地域療育センタ ー」 所長に高橋雄一医師就任。

平成2 8 年
(2 0 1 6 年)

平成3 0 年
(2 0 1 8 年)

平成3 1 年
(2 0 1 9 年)

令和２ 年
(2 0 2 0 年)
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川崎西部地域療育センタ ーが新たに指定を受けて｢居宅訪問型児童発達支援事業｣
を開始。

9 月 「 横浜市港南区生活支援センタ ー」 の指定管理者（ 令和3 ～1 2 年度） と し て引き
続き 指定管理者選定評価委員会よ り 選定さ れた。

令和３ 年
(2 0 2 1 年)

2 月 「 第5 回　 発達障害者支援フォ ーラ ム　 こ れから の発達支援～1 0 年後2 0 年後の支
援を見据えて｣を開催(オンラ イ ン開催､参加者:療育､福祉､学校関係者約5 0 0 人)。

３ 月 「 川崎市発達相談支援センタ ー」 ・ 「 川崎南部就労援助センタ ー」 が「 川崎市複
合福祉センタ ーふく ふく 」 内に移転

4 月 横須賀市療育相談センタ ーが新たに指定を受けて｢保育所等訪問支援事業｣を開
始。

令和4 年
（ 2 0 2 2 年）

2 月 横須賀市療育相談センタ ーにて新たに「 医療的ケア児の送迎事業」 を開始。

3 月 「 鎌倉市子育て支援センタ ー」 「 南足柄市子育て支援センタ ー」 の運営受託を期
間満了によ り 終了。

1 0 月 川崎市よ り 新たに「 子ども 発達・ 相談センタ ー（ き っずサポート ） 」 における 児
童発達支援事業及び地域支援・ 連携事業の指定を受け、 「 たま 」 「 みやま え」 の
２ 事業所を開所。

令和5 年
（ 2 0 2 3 年）

3 月 「 第6 回　 発達障害者支援フォ ーラ ム　 さ ま ざま な発達特性をつなげ、 活かし 、 誰
も が自分ら し く 過ごせる 社会にする ために私たちにでき る こ と ～療育、 医療、 教
育、 アート を通じ て考える ～｣を開催(オンラ イ ン開催､参加者:療育､福祉､学校関係
者約5 0 0 人)。

第二期中期経営計画（ 令和6 ～8 年度） を策定。

1 0 月 「 横浜市東部地域療育センタ ー」 が「 児童発達支援事業所　 わかば」 を開所
（ 神奈川区西神奈川） 。

1 2 月 「 横浜市東部・ 中部・ 南部地域療育センタ ー」 の令和6 年度から 5 年間の指定管理
者と し て指定さ れた。
「 横須賀市療育相談センタ ー」 の令和6 年度から 1 0 年間の指定管理者と し て、 指
定さ れた。
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令和6 年
（ 2 0 2 4 年）

4 月 「 横浜市中部地域療育センタ ー」 所長に元田玲奈医師、 就任。

「 横浜市中部地域療育センタ ー」 が「 相談ルーム　 いろは大通り 公園」 を開所
（ 中区曙町） 。

「 横浜市南部地域療育センタ ー」 が「 相談ルーム　 いろは金沢文庫」 を開所
（ 金沢区釜利谷東） 。

1 0 月 横浜市学齢後期障碍児支援事業の受託によ り 「 横浜市学齢後期発達相談室　 みな
と 」 を開所（ 神奈川区西神奈川） 。
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